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受
講
生
の
5
、6
割
が

涙
を
流
す
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　精
神
と
時
の
部
屋
。「
次
世
代
旅
館
・
ホ

テ
ル
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
以
下
、
次

世
代
）」は
、
受
講
生
か
ら
そ
う
別
名
で
呼

ば
れ
て
い
る
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
と
は
切
り

離
さ
れ
た
異
空
間
で
、
仲
間
と
と
も
に
修

業
し
、
自
ら
を
変
え
て
い
く
場
だ
か
ら
だ
。

　次
世
代
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
受
講

生
の
5
、6
割
が
涙
を
流
す
。
な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
が
起
こ
る
の
か
。
1
つ
目
に
、
次
世

代
で
は
、
受
講
生
の
誰
も
が
安
心
し
て
自

分
の
悩
み
を
告
白
で
き
る
か
ら
だ
。
２
つ

目
に
、
自
分
の
潜
在
的
か
つ
大
事
な
悩
み

を
自
覚
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
は
大
変
だ
。
巨

額
投
資
が
必
要
で
、
経
営
者
に
は
借
金
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
の
し
か
か
る
。
他
に
も

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2023年6月号

72vol.

「
次
世
代
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」か
ら
見
え
て
き
た

経
営
者
の
人
生
と
事
業
を
劇
的
に
変
え
る 

B
e
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

東
京
観
光
財
団
（
T
C
V
B
）共
同
研
究

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
を
誘
客
促
進
す
る
た
め
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
」よ
り

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
を

呼
び
込
む
た
め
に

発
信
す
べ
き
7
つ
の
こ
と

「
L
G
B
T
等
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
対
応
の
研
究
」よ
り

誰
も
が
楽
し
め
る
旅
に
向
け
て

L
G
B
T
の
旅
の
困
り
ご
と

前
編  

調
査
編
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光
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術
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ー
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と
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に
な
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ぎ
ん
（
青
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県
）
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旅館・ホテルの
若手経営者や後継者など
全9期152人が卒業生
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景
気
悪
化
や
自
然
災
害
な
ど
、
多
様
な
リ

ス
ク
が
あ
る
。
人
材
不
足
に
悩
む
経
営
者

も
多
く
、
周
囲
が
自
分
に
つ
い
て
き
て
く

れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
よ
く
起
こ
る
。

　し
か
し
、
多
く
の
経
営
者
に
は
、
こ
う

し
た
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
存
在
が
周

り
に
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
周
辺
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
経
営
者
は
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
、

腹
を
割
っ
て
話
せ
る
関
係
に
な
れ
る
こ
と

は
ま
れ
だ
か
ら
だ
。
よ
り
根
源
的
な
問
題

は
、
忙
し
す
ぎ
て
重
大
な
悩
み
や
問
題
を

見
過
ご
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
だ
。

経
営
者
の
生
き
方
・
あ
り
方
が

変
わ
る
と
事
業
は
一
変
す
る

　こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
受
講
者
に
「
Ｂ
ｅ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
探
究
を
促
す
こ

と
で
、
多
く
の
受
講
生
の
人
生
と
事
業
を

劇
的
に
変
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
自
ら
未

来
を
切
り
拓
き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
次
世
代
経
営
者
を
育
成
し
て
き
た
。

Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
ダ

ー
が
自
ら
の
存
在
目
的
や
生
き
る
目
的
を

と
こ
と
ん
考
え
、
行
き
た
い
場
所
（
北
極

星
）を
定
め
た
後
、「
Ｂ
ｅ
＝
生
き
方
・
あ
り

方
」を
ベ
ー
ス
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
だ
。

そ
の
探
究
の
過
程
で
、
受
講
生
は
自
ら
の

核
心
的
な
悩
み
や
問
題
を
深
く
自
覚
し
、

同
期
た
ち
に
告
白
し
て
泣
く
の
だ
。
こ
う

し
て
経
営
者
の
生
き
方
・
あ
り
方
が
変
わ

る
と
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
事
業
は
一
変
す
る
。

3 June  2023

「次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム」から見えてきた「次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム」から見えてきた

経営者の
人生と事業を
劇的に変える

のBe
リーダーシップ力
じゃらんリサーチセンター（JRC）では、2012年から10年以上にわたって
旅館・ホテルの次世代経営者を対象とした研修プログラムを
観光業界への投資として実施している。その内容と手法を本邦初公開。



学
び
と
実
践
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で

本
当
に
事
業
を
変
え
る

　次
世
代
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、２
０
１
２
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
。
最
初
の
2
年
は
観
光
庁
の
事
業
で
Ｊ

Ｒ
Ｃ
が
実
施
し
、
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
事
業

を
引
き
継
ぎ
、
無
償
で
実
施
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
観
光
業
界
の
未
来
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
長
期
視
点
の
投
資
で

あ
る
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
若
手
経
営
者
や
後

継
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
観
光

業
界
を
支
え
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　あ
る
と
き
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
観
光
庁
か
ら「
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
次
世
代
経
営
者
育
成
の
た

め
、
伝
説
の
研
修
を
創
り
た
い
」と
相
談
を

受
け
た
。そ
こ
で
株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ

リ
ュ
ー
と
協
力
し
て
創
り
上
げ
た
の
が
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、

「
学
び
と
実
践
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
形
式
」

に
よ
っ
て
、
本
当
に
本
人
が
変
わ
り
、
現
場

が
変
わ
り
、
事
業
や
地
域
が
変
わ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ（
図
1
）。

Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、自
分
の
信
念
や
想
い
、

組
織
の
存
在
目
的
を
起
点
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と

次
世
代
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
16
名
の
次
世
代
経
営
者
が
半
年
間
に
わ
た
り
受
講
す
る
。

心
開
け
る「
戦
友
」た
ち
と
支
え
合
い
な
が
ら
、
B
e
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
探
究
し
て
覚
悟
を
得
る
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
必
要
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
具
体
的
に
学
ん
で
、
自
ら
の
現
場
で
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
。

4

卒業生の受講後コメントをごく一部だけ紹介

2012年の九州北部豪雨水害で人
生最大のピンチを迎えた翌年に
次世代を受講しました。宿のリニ
ューアルや外国人に優しい街づく
りなどが効果を上げ、売上130％ア
ップ、じゃらん口コミ4.0→4.5と、
むしろ経営改革に成功。九州未来
アワード大賞も受賞。次世代のお
かげです。変革を積み重ね、2022
年度の売上は10年前の210％、じ
ゃらん口コミは4.8になりました。
1期・永田祐介さん

（熊本県 阿蘇内牧温泉 蘇山郷）

次世代は、自社の理念・ビジョンを
ブラッシュアップし、考え方・使い
方を学べる最高の場所だと約束で
きます。当ホテルでは、リーダーク
ラスのスタッフが心から理念・ビジ
ョンに共感してくれており、コロナ
禍も一人も欠けませんでした。ビジ
ョンに沿った戦略で高付加価値を
実現し、好循環が発生しています。

6期・渡邊大介さん
（山梨県 富士山の見える温泉旅館
大池ホテル）

受講前、私の財務知識はほぼゼロ
でした。勤務時間が長く従業員は
疲弊しており、研修もしていません
でした。半年学び、私は銀行担当者
と一対一で話せるように。食事メニ
ュー変更で従業員の勤務時間削減
に成功。地域を学ぶ研修もスター
ト。じゃらん口コミは4.4→4.8に。
地域、お客様、スタッフから愛され
る宿になります。

8期・北里晃子さん
（熊本県 黒川温泉 和風旅館美里）

次世代は、同じ悩みを持つ仲間と
ともに参加でき、情報提供→プラ
ン作成→宿での実践、と順番に取
り組めるようになっています。参
加すれば、踏み出せなかった一歩が
踏み出せます。ビジョンや夢を持
つことができました。旅館の業績
と予約率が前年度より約140％ア
ップ。自分はもちろん、旅館やスタ
ッフも成長できるプログラムです。

2期・田岡聖司さん
（兵庫県 城崎温泉
心の宿三國屋・小宿縁）

解説

のBe リーダーシップ力

次世代
旅館・ホテル経営者
育成プログラム



Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
は
環
境
変
化
に
強
く

ブ
レ
ず
に
行
動
し
つ
づ
け
る

　次
世
代
の
最
大
の
特
徴
は
、「
Ｂ
ｅ
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ（
Ｂ
ｅ
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
）」を
探
究
し
、
経
営
者
と
し
て
の
覚
悟

を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

　Ｂ
ｅ
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、「
Ｂ
ｅ

＝
あ
り
方
か
ら
始
め
る
」
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
こ
と
だ
。「
Ｄ
ｏ
＝
や
り
方
か
ら
始
め

る
」
Ｄ
ｏ
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
対
比
す

る
と
理
解
し
や
す
い（
表
１
）。

　Ｄ
ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
う
ま
く
い
く
や

り
方
を
探
索
し
、
見
つ
け
た
正
解
を
部
下

に
指
し
示
し
、
部
下
の
指
示
統
制
や
管
理

監
督
を
通
し
て
結
果
を
出
そ
う
と
す
る
。

　対
す
る
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
の

あ
り
方
や
想
い
や
あ
り
た
い
姿
（
北
極
星
）

や
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
最
初
に

周
囲
と
の
関
係
の
質
や
思
考
の
質
を
高
め
、

一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る
。
あ
る

い
は
、
自
ら
の
好
奇
心
や
想
い
を
共
有
し

て
応
援
す
る
。
学
習
と
成
長
と
プ
ロ
セ
ス

に
着
目
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。

　Ｄ
ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
は
想
い
を
重
視
せ
ず
、

方
法
と
結
果
だ
け
を
求
め
る
た
め
、
環
境

が
変
化
し
て
優
れ
た
方
法
が
通
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
に
弱
い
。

　一
方
の
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
環
境
が

変
化
し
て
も
、
自
分
の
想
い
や
関
係
や
あ

り
方
を
出
発
点
に
し
て
、
周
囲
を
巻
き
込

ん
で
ブ
レ
ず
に
行
動
し
つ
づ
け
る
。
や
り

方
を
柔
軟
に
変
え
な
が
ら
、
願
い
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
の
だ
。
経
営
環
境
が
厳
し

く
な
る
今
日
で
も
、
環
境
変
化
に
順
応
し

な
が
ら
、
継
続
的
に
成
果
を
出
し
つ
づ
け

ら
れ
る
の
は
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。さ
ら
に

い
え
ば
、
現
代
で
は
多
く
の
経
営
者
が
既

存
の
枠
組
み
を
打
破
す
る
役
割
を
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は
Ｂ
ｅ

の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
あ
る
。

自
己
・
事
業
の
Ｂ
ｅ
の
探
究
と

実
践
的
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
両
輪
だ

　次
世
代
で
は
、
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
自
己
の
「
想

い
」「
あ
り
た
い
姿
」
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
コ
ア（
核
と
な
る
強
み
）」

「
ビ
ジ
ョ
ン
と
コ
ン
セ
プ
ト
」「
地
域
と
の

関
わ
り
」な
ど
、
自
己
と
事
業
の
Ｂ
ｅ
を
探

究
す
る
時
間
を
長
く
設
け
て
い
る
。

　一
方
で
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
も
両
輪
だ
。
次

世
代
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
財
務
・
人

財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
事
業
計
画
な
ど
、
実
践

的
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
厳
選
し
て
教
え

て
い
る（
図
１
）。
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
探
究
す
る
と
、
学
習
意
欲
は
ぐ
ん
と

高
ま
る
。
受
講
生
た
ち
は
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
貪
欲
に
吸
収
し
、
実
践
へ
向
か
う
。

心
開
け
る「
一
生
の
戦
友
」た
ち
と

出
会
え
る
場
所
で
も
あ
る

　次
世
代
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
戦

友
」た
ち
の
存
在
だ
。
全
国
か
ら
集
結
し
た

次
世
代
経
営
者
た
ち
は
異
な
る
地
域
で
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
直
接
の
ラ
イ
バ
ル
で

な
く
心
を
開
き
や
す
い
。

　さ
ら
に
、
卒
業
生
た
ち
が
心
を
開
き
あ

っ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。
先
輩
方
が
情
報

開
示
す
る
姿
を
見
て
、
受
講
生
は
オ
ー
プ

ン
マ
イ
ン
ド
に
な
っ
て
い
く
。そ
う
し
て
い

つ
し
か
、
遠
慮
な
く
悩
み
を
打
ち
明
け
、
情

報
を
公
開
し
、
助
け
合
っ
て
い
く
「
戦
友
」

と
な
る
。
戦
友
た
ち
が
織
り
な
す「
実
践
の

共
同
体
」が
、
Ｂ
ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

力
強
く
後
押
し
す
る
。
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自己の想いと
Beを探究

第1ターム
（10月）

観光
マーケティングを

学ぶ

探究と
学びを
実践へ

探究と
学びを
実践へ

探究と
学びを
実践へ

Beの
リーダーシップを
自ら実践できる

ようになる

Beの
探究

経営
ノウハウ

同期の戦友たちとの「実践の共同体」が支えになる

地域との
関わりを
探究

第3ターム
（1月）

資産査定と
経営計画を
学ぶ

ビジョン・
コンセプトを
探究

第2ターム
（11月）

人財
マネジメントと
財務を学ぶ

Do型リーダーシップ Be型リーダーシップ
「どうするか」「やり方」「How」から始める 「どうあるか」「あり方」「Why」から始める

行動の質や結果の質だけにアプローチする 関係の質や思考の質にもアプローチする

正解を指し示す できることから始める

人にやらせる 自分も一緒にやる

指示・統制する 一人ひとりの意欲を高め、チャレンジを支援する

飴と鞭で管理・監督する 好奇心や想いを共有して応援する

信賞必罰で接する 一人ひとりの学習と成長を喜ぶ

結果に注目する プロセスに注目する

第4ターム
（3月）

6カ月の
成果を発表し
自社と業界の
未来へ向けて
探究

表1  Do型のリーダーシップとBe型のリーダーシップの違い

図1  次世代旅館・ホテル経営者育成プログラムの学びの構造　



自分の「ありたい姿」を探究する
□自己の「ありたい姿」
　創造ワーク
自分が大切にしたい想い・
価値観・自分らしさ・強み
を探究し、ペアインタビュ
ーで相手の想いに耳を傾
ける。次に、実現したい1
年後の未来像や姿をあり
ありと描く。具体的にイメ
ージすれば、本当に未来
は変わる。

社長・女将・同僚・部下からの応援メッセージに
感動したりショックを受けたり
□応援メッセージ
受講生は、事前に社長・女将・同僚・部下などから応援メッセー
ジをもらってくる。そして、自分の「想い」探究ワークのときに一斉
に読む。励ましの言葉に感動する者、意外な言葉にショックを受
ける者などさまざまだ。このときの感動やショックが変化の起点
になることは多い。

Beのリーダーシップを
探究する
最初の3日間で「Beのリーダーシップ」を徹底的に学び、探究
し、語りあう。集まった戦友や自社スタッフの声に耳を傾ける。
全受講生がリアルに顔を合わせて「関係の質」を高め、半年間
の実践の共同体の土壌づくりも行う。

1st term

リアルで出会って「関係の質」を高め
オンラインで学びを「即実践へ」つなげていく

2022年10月／リアル3日間

第1ターム

第1タームプログラム
1日目 □オリエンテーション

□未来を切り拓くリーダーシップの探究
□講義：卒業生の旅館経営変革ストーリー／6期・渡邊大介さん

2日目 □自己の「想い」の探究
□応援メッセージ
□自己の「ありたい姿」の創造
□講義：観光を取り巻く最新事情（マーケティング）／JRC沢登次彦

3日目 □旅館・ホテルの「ポジティブコア（存在目的）」仮説創り
□「ポジティブコア」再構築プランニング
□「私の一歩」の検討
□ピア・ツー・ピアコーチングの設定
実践！

受講生の言葉

偉大な社長＝父と向き合い始めた
社長である父に、応援メッセージを依頼できませんでした。

「偉大な父を避けているのでは」と指摘され、気づいたら泣い
ていました。そのとき父と宿に向き合う覚悟が決まったので
す。早速、週1回の社長との定例ミーティングを始めました。
8期・穴井実沙さん（熊本県 黒川温泉 お宿のし湯）

6

次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム

6期・渡邊大介さんの「ありたい姿（1年後
の未来像）」。これを書いた1年後、書いた
ことの8割が現実になり、怖いくらいだっ
たという

毎回最初に「チェッ
クイン」、最後に「チェ
ックアウト」の時間が
あり、全員で円をつく
っていまの気持ちを
語り合う

応援メッセージ
を真剣に読む受
講生たち

旅館・ホテルのありたい姿
「ポジティブコア」を考える
□「ポジティブコア」再構築プランニング
ポジティブコアとは、組織に活力を与える要因、組織の核となる
強みのこと。旅館・ホテルのポジティブコアが戦略やプランニン
グに結びつくと、組織内の自信が高まり、熱意やエネルギーが向
上する。自社のポジティブコアの再構築が事業の「ありたい未
来」につながっていく。ワークでは下の写真のように絵を描く。

外川亜希子さん（山
梨県 富士河口湖温
泉 ホテル湖龍）がポ
ジティブコアを描い
た絵

4つのターム

のBe リーダーシップ力



第2タームプログラム
1日目
11月9日　

□第1ターム以降の実践の振り返り
□旅館・ホテルの「ポジティブコア」（存在目的）探究
□講義：経営方針・ビジョン検討情報提供／西村総一郎さん
□旅館・ホテルの「ビジョン」「コンセプト」探究
実践！

2日目
11月17日　

□講義：観光経営の戦略的人財マネジメント論／テイラー雅子先生
□ビジョンを具現化する「経営方針」の検討
□「プロセスマップ」の検討
□相互探究セッション
実践！

3日目
11月25日

□ビジョン・コンセプト・経営方針の相互検討
□講義：自社の財務分析による課題点の把握／小林靖先生
□変革推進に向けたシナリオ・プランニング
実践！

ビジョンを実現するた
めには、ビジョンが何
を目指しているのかを
多面的な観点（フレー
ム）から翻訳し、ゴール
となる指標へとブレー
クダウンして、経営方
針を明らかにすること
が大切だ

ビジョン・人財・財務を
学び実践へ
1日のオンラインプログラムを、1週ごとに3回行う。オンライン
の長所はすぐに実践に移せる点だ。受講生はビジョン・コンセ
プト、人財マネジメント、財務の学びを即座に現場に活かし、
学びの意義・意味を実感する。

２０２２年度・第８期生の半年間のプログラム内容を詳しく紹介する。
最大のポイントは、学びと実践を頻繁に行き来して、事業変革の手応えを早く得てもらうことだ。

今回からリアルとオンラインを使い分け、実践へつなげる速度をさらに高めた。

2nd term
第2ターム

2022年11月／オンライン1日×3回

受講生の言葉

財務分析を活用してプラン料金を最適化
小林先生の講義などを通じて、経営の数字を深く理解できれ
ば、経営を改善できることを学びました。現在は財務分析を
活用してプラン料金を最適化したり、労働環境を改善したり、
作業効率化による生産性向上につなげたりしています。
8期・芹澤恭輔さん（兵庫県 城崎温泉 お宿芹）

旅館・ホテルのビジョンとコンセプトを考える
□ビジョン・コンセプト探究ワーク
西村総一郎さん（兵庫県 城崎温泉 西村屋）の提供する情報を聞
いたうえで、旅館・ホテルのビジョン・コンセプト・経営方針を探
究する。自身の想いとありたい姿や旅館・ホテルのポジティブコ
アを起点にビジョン・コンセプトを明らかにするのだ。さらに、ビ
ジョンをブレークダウンして経営方針を明らかにしていく。

人財マネジメントの専門家が
各旅館・ホテルの職場現状分析をしてくれる
□観光経営の戦略的人財マネジメント論
テイラー雅子先生（大阪学院大学 経営学部 教授）から、旅館・ホ
テル業界の人財マネジメントを学ぶ。受講生たちは、自社の経営
ビジョンに基づいて「人財ビジョン」や「人財評価項目」を実際に
つくる。テイラー先生は単に教えるだけでなく、受講生の旅館・ホ
テルに働きがいアンケート調査を行い、各社の職場の現状を仔
細に分析してくれる。この講義を経て、多くの受講生たちは従業
員を「資本」としてより大事にするようになり、従業員主体の組織
変革に踏み切る。

財務の見方を学び自社の財務分析をしてみる
□自社の財務分析による課題点の把握
小林靖先生（成倫税理⼠法人公認会計⼠・税理⼠）から、変動損
益計算書などの見方や活用方法を学ぶ。そのうえで、実際に自社
の財務分析をしてみる。投資額が大きい旅館・ホテル業界では、
財務に強くなるだけで経営が一変することがある。

受講生は小林先生から「財務シミュレーション表」の書き方を習い、実際に
活用する

テイラー先生の調査によれば、旅館・ホテル業界には「いまの会社からは離
れたいが、業界は離れたくない」人が多い。離職率改善のヒントは、業界構
造ではなく経営プロセスにあるのだ。先生はこうしたデータも豊富に提供し
てくれる。
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n=816離職意思（宿泊業調査2018）
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観光地域づくりの事例を参考に
自分がどう地域と関わるかを模索する
□旅館・ホテルが牽引する新たな観光地域づくり
井口智裕さん（株式会社いせん 代表取締役、一般社団法人雪国
観光圏 代表理事）が取り組む「雪国観光圏」の観光地域づくり講
義を受けたうえで、地域とどのように関わればよいかを模索する。

金融機関の見る目と資産査定の現実を知る
□金融機関からみた旅館・ホテル経営（資産査定の裏側）
金融業界出身の佐藤伸一さん（山形県天童温泉 ほほえみの宿 
滝の湯常務取締役）から、金融機関の資産査定を具体的に学
ぶ。銀行の企業に対するランク付けや、具体的な自社の立ち位置
を理解することで、銀行と良好な関係を作るためのヒントを得る
ことができる。巨額の設備投資が欠かせない旅館・ホテル経営
では、資産査定知識は間違いなくプラスになる。

経営計画と観光地域
づくりを実践する
ビジョンとコンセプト・財務・人財マネジメントなどの学びを踏
まえて、経営計画書の作成に入る。並行して、自分の旅館・ホ
テルと地域とのつながりを考え始める。個別の学びを総合し
て自社のありたい姿を明確に言語化する段階だ。

3rd term
2023年1月／オンライン1日×3回

受講生の言葉

地域の魅力発見の旅を企画・実行
井口さんの雪国観光圏の取り組みを参考にしながら、地域内
の４旅館で協力し、近くにある池田湖畔で朝食を食べるオー
ルインクルーシブの旅を企画し、モニターツアーを実行して好
評を得ています。私自身も池田湖の魅力を再発見できました。
8期・湯通堂洋さん（鹿児島県 いぶすき秀水園）

第3タームプログラム
1日目
2023年
1月11日　

□第２ターム以降の実践の振り返り
□講義：金融機関からみた旅館・ホテル経営
   （資産査定の裏側）／佐藤伸一さん
□財務シミュレーションの作成・検討

2日目
1月12日　

□講義：経営計画書作成の意義とポイント／2期・関口征治さん

□経営計画書の作成
□相互探究セッション
実践！

3日目
1月19日

□経営計画書の検討
□講義：旅館・ホテルが牽引する新たな観光地域づくり
　／井口智裕さん
□地域と共生する経営の探究
□変革の推進へ向けたプランニング
実践！

第3ターム

関口さんは数
十ページにわ
たる経営計画
書をすべて見
せてくれる

関口さんの講義は経営計画
書の重要性・必要性がストン
と腹に落ちる

卒業生が自社の経営計画書を
詳細に公開してくれる
□経営計画書作成の意義とポイント
卒業生2期・関口征治さん（群馬県伊香保温泉 お宿 玉樹）が、受
講生に向けて自社の経営計画書を全面的に公開してくれる。受
講生はそれを参考に経営計画書を作り始める。関口さんの講義
は、経営を科学する、金融機関の協力が得やすい、経営者自身が
自分を律するなど、「なぜ作るのか？」が明確に示されていて、受講
生に好評だ。

8

井口さんたちの「雪国観光圏」の取り組みは地域ブランディングの成功例で、
受講生には極めて参考になる

オンラインの際、受講生には極力集中できる環境を整えてもらい、リアルと
遜色ない場を創っていった。オンラインには、学んだことを即現場で実践し、
次の場でその成果を共有しフィードバックを受けられるメリットがある

次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム
4つのターム

のBe リーダーシップ力



8期生と卒業生が交じって
相互に刺激を得ながらBeを探究
□卒業生合同セッション
8期生と卒業生が交じって、合同セッションを実施。卒業後も継
続的に自らのBeを探究し、経営者としてのあり方と具体的な実践
を磨くための刺激を相互に得るための場だ。実際、8期生は卒業
生の活躍や経験に刺激を受け、卒業生は8期生からフレッシュな
エネルギーを得ていた。

6カ月の成果を発表して
対話する
最後の2日はリアルで集う発表と対話の場だ。1日目は、6カ月
の成果、現在の想い、今後の実践計画などを全員の前で発表
する。2日目は全員の発表を受け、卒業生も交えて、さらなるBe
の探究を目指して対話し、相互に刺激を受ける。この時間が
未来への第一歩だ。

4th term
2023年3月／リアル2日

自分の成果を発表し
他の15名の成果に耳を傾ける
□成果発表会
この6カ月で、各受講生とその旅館・ホテルにはさまざまな成果や
変化が起きている。その内容を発表しあい、耳を傾けあう。発表
後には、相手とともに過ごした半年間を振り返り、その人のすば
らしさを感じながら、未来につながるメッセージ（応援・励まし・コ
メント・共感など）をポストイットに書いて貼る「ポジティブ・イッ
ト」を一人ひとり行う（左写真）。

第4ターム

9 June  2023

第4タームプログラム
1日目 □成果発表会

　一人一人の半年の成長と成果、今後のビジョンの発表

2日目 □次世代経営者チームとしての未来ビジョン創造

卒業生合同セッション
□ストーリーテリング
□8期生代表発表／北里晃子さん
□卒業後の実践共有／1期・永田祐介さん
□講義：人財・組織マネジメントトレンド
　／ヒューマンバリュー霜山元さん

□相互探究セッション
実践！



あ
の
と
き
描
い
た「
あ
り
た
い
未
来
」が

10
年
後
に
現
実
に
な
っ
て
い
る

１
期
・
永
田
祐
介
さ
ん（
熊
本
県 

阿
蘇
内
牧
温
泉 
蘇
山
郷
）

　２
０
２
３
年
、
久
々
に
次
世
代
８
期
生

と
の
対
話
の
場
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
次
世
代
は
、
自
分
の
Ｂ
ｅ
に
戻
れ

る
「
原
点
回
帰
の
場
所
」で
す
。

　私
が
受
講
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た
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は
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０
１
３
年
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第
１
期
で
す
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
コ
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ワ

ー
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描
い
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あ
り
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未
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、
10

年
後
の
い
ま
現
実
に
な
っ
て
い
ま
す
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　そ
の
と
き
私
が
描
い
た
絵
は
、「
阿
蘇

と
ラ
ン
ナ
ー
と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
温
泉
と

外
国
人
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
ラ
ン
ナ
ー

に
優
し
い
長
期
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
い
ま
や
阿
蘇
内
牧

温
泉
エ
リ
ア
は
、
マ
ラ
ソ
ン
有
力
選
手
が

同
時
期
に
何
名
も
合
宿
に
来
る
「
ラ
ン
ナ

ー
の
聖
地
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
阿
蘇
は
、自
転
車
競
技
ア
ニ
メ
映
画

の
舞
台
に
な
っ
た
ほ
ど
、サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
自
転
車
旅

行
の
お
客
様
も
よ
く
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
私
た
ち
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
誘
致
の
た
め
に
、
蘇
山
郷
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
説
明
資
料
の
英
語
化
を
進
め
ま

し
た
。
ま
た
、
阿
蘇
内
牧
温
泉
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
、
地
域
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
地

域
店
舗
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
、
店
舗
Ｐ

Ｒ
動
画
の
作
成
、
ツ
ア
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
外
国
人
観
光
客
を
数
多
く
受
け
入
れ

る
こ
と
に
成
功
し
、
外
国
人
に
優
し
い
街

づ
く
り
モ
デ
ル
第
１
号
と
し
て
、
九
州
未

来
ア
ワ
ー
ド
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
部
門

で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
蘇
山
郷
は
、
10
年
前
に
描
い

た
と
お
り
、「
ラ
ン
ナ
ー
と
サ
イ
ク
リ
ス

ト
と
外
国
人
」
が
長
期
滞
在
型
観
光
客
の

中
心
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
変
化

は
数
字
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２

年
度
の
売
上
は
、
10
年
前
の
２
倍
以
上
に

達
し
て
い
ま
す
。
あ
の
と
き
未
来
を
描
い

た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
実
現
で
き

ま
し
た
。
未
来
を
描
け
ば
、
そ
の
未
来
に

向
か
っ
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
や
る
の

か
を
よ
く
考
え
て
選
択
と
集
中
を
し
た
ら
、

あ
と
は
や
る
だ
け
で
す
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
シ
ョ
ッ
ク
で

Ｂ
ｅ
を
１
８
０
度
変
え
た

４
期
・
矢
崎
道
紀
さ
ん（
山
梨
県 

下
部
ホ
テ
ル
）

　第
１
タ
ー
ム
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

想
定
外
の
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
る

幹
部
が
「
私
と
の
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
し
て

い
る
」「
従
業
員
の
幸
せ
を
本
気
で
考
え

ら
れ
る
経
営
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
書

い
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ

多
く
の
卒
業
生
が「
次
世
代
が
自
分
の
原
点
だ
」と
語
り

講
師
は「
最
も
力
が
入
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
」と
言
う

卒
業
生
の
な
か
に
は
、「
次
世
代
が
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
の
自
分
は
な
い
」と
語
る
者
が
何
人
も
い
る
。

講
師
の
皆
さ
ん
は「
次
世
代
の
受
講
生
は
総
じ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
」と
口
を
揃
え
て
語
る
。

卒
業
生
・
講
師
の
代
表
と
し
て
、
３
名
の
方
の
声
を
紹
介
す
る
。

阿蘇内牧の多言語グルメガイドサイト「ふらっと内牧」
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れ
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
心
底
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
さ
ら
に
、
第
２
タ
ー
ム
の
シ

ナ
リ
オ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
、
あ
る
受
講

生
が
周
り
へ
の
感
謝
を
強
調
し
て
い
た
の

で
す
が
、
対
す
る
自
分
は
周
囲
へ
の
感
謝

を
何
一
つ
書
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、

２
度
目
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
２
つ
の
出
来
事
で
、「
私
は
Ｂ
ｅ

を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
痛
感
し
、

即
行
動
し
ま
し
た
。
第
2
タ
ー
ム
翌
日
の

幹
部
会
議
で
ワ
ン
マ
ン
プ
レ
ー
を
詫
び
、

皆
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
と
決
意
表
明
を

し
た
の
で
す
。
有
言
実
行
で
、
周
囲
を
ど

ん
ど
ん
巻
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　た
と
え
ば
、
テ
イ
ラ
ー
先
生
の
人
財
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
を
参
考
に
、
幹
部
と
一

緒
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
ら
し
い
人
財
評

価
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
従
業

員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
働
く
う
え
で
の

「
心
得
」を
創
り
ま
し
た
。
心
得
の
実
行
度

合
い
を
互
い
に
評
価
し
て
、
優
れ
た
社
員

を
表
彰
す
る
仕
組
み
も
始
め
ま
し
た
。
マ

ル
チ
タ
ス
ク
化
や
Ｉ
Ｔ
化
、
休
館
日
の
導

入
な
ど
も
進
め
、
働
き
や
す
さ
を
高
め
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
２
０
年
か
ら
毎

年
、
１
０
０
名
規
模
で
富
士
山
周
辺
の
国

道
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
従
業
員

の
笑
顔
が
増
え
て
き
た
の
が
何
よ
り
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
全
国
に
ご
く
少
数
し
か
い

な
い
「
お
も
て
な
し
検
定
１
級
」
の
合
格

者
を
２
名
輩
出
す
る
な
ど
、
従
業
員
の
自

主
性
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

「
ギ
ス
ギ
ス
」
と
書
い
て
く
れ
た
幹
部
は

近
々
辞
め
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
私
の
Ｂ

ｅ
が
変
わ
っ
た
の
を
見
て
残
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
の
と
き
次
世
代
を
受
講
し
て
い

な
か
っ
た
ら
、
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

次
世
代
の
皆
さ
ん
は

聞
き
た
く
な
い
こ
と
を
聞
く
覚
悟
が
で
き
て
い
る

テ
イ
ラ
ー
雅
子
先
生 

（
大
阪
学
院
大
学 

経
営
学
部 

教
授
）

　私
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
財
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
教
え
て

い
ま
す
が
、
次
世
代
は
「
場
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
が
抜
群
に
高
い
で
す
。
受
講
生
の
皆

さ
ん
の
姿
勢
が
前
の
め
り
で
、
何
か
を
得

よ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
感
じ
ま
す
。

　私
は
毎
期
、
受
講
生
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
従
業
員
に
「
働
き
が
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
取
り
、
分
析
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
結

果
は
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
報
告
書
と

し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　当
然
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
経
営
者
・
後

継
者
に
と
っ
て
厳
し
い
言
葉
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
建
設
的
な
意
見
が

増
え
ま
し
た
が
、
経
営
批
判
が
多
い
こ
と

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
受
講
生
が
そ
の
言

葉
と
向
き
合
う
の
は
大
変
で
、
腹
を
括
ら

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
調
査
結
果
を

受
け
取
る
こ
と
自
体
が
、
覚
悟
と
決
意
の

現
れ
な
の
で
す
。
そ
の
点
、
次
世
代
の
受

講
生
の
皆
さ
ん
は
聞
き
た
く
な
い
こ
と
を

聞
く
覚
悟
が
で
き
て
い
ま
す
。
従
業
員
の

声
を
し
っ
か
り
受
け
取
ろ
う
と
す
る
姿
に

い
つ
も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ど
の
よ
う
な
旅
館
・
ホ
テ
ル
も
、
経
営

ト
ッ
プ
の
想
い
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

従
業
員
の
一
挙
手
一
投
足
、
食
事
の
メ
ニ

ュ
ー
一
つ
ひ
と
つ
が
、
ト
ッ
プ
の
想
い
の

現
れ
で
す
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
で
最
も

大
事
な
の
は
、
経
営
者
の
想
い
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
次
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

働きがいアンケート調査分析結果（見本）。テイラー先生は
この分析を1社ごとに行ってくれる
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２
０
２
３
年
３
月
７
日
は

対
話
と
共
創
の
は
じ
ま
り
の
日

　２
０
２
３
年
３
⽉
７
⽇
、
東
京
・
半
蔵

門
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
の
オ
フ

ィ
ス
に
数
十
名
が
集
ま
っ
た
。
次
世
代
の

卒
業
生
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
が
多
い

が
、
ほ
か
に
も
、
観
光
庁
・
D
M
O
・
観

光
・
金
融
・
ま
ち
づ
く
り
・
飲
食
・
メ
デ

ィ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
大
学
・
教

育
な
ど
、
専
門
家
が
集
結
し
た
。

　こ
の
面
々
が
行
っ
た
の
は
、「
観
光
地

域
経
営
×
コ※

１

ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
」
だ
。
コ

ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
と
は
、
多
様
な
方
々
が

集
ま
っ
て
、
思
い
き
り
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
（
共
創
）す
る
場
で
あ
る
。
今
回
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
明
確
な
テ
ー
マ

に
絞
り
こ
み
、
自
由
に
話
し
合
い
な
が
ら

共
創
す
る
場
を
用
意
し
た
。「
観
光
」
×

「
地
域
」
を
取
り
巻
く
構
造
的
問
題
を
根

本
か
ら
変
え
る
た
め
、
多
様
な
専
門
性
・

知
見
・
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
人
々
が
一
堂
に

会
し
、
単
独
で
は
生
み
出
せ
な
い
取
り
組

み
を
検
討
し
た
の
だ
。
な
お
実
行
委
員
会

は
、
発
起
人
の
山
口
敦
史
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
次
世
代
の
卒
業
生
た
ち
と
、
リ
ク

ル
ー
ト
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
し
て
い
る
。

　こ
の
⽇
は
午
後
い
っ
ぱ
い
対
話
を
続
け
、

最
終
的
に
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
で
話
し
合

い
が
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
３
⽉
７
⽇
は
、

継
続
的
な
共
創
の
は
じ
ま
り
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
後
も
メ
ン
バ
ー
は
や
り
取
り
を
続
け

て
お
り
、
⽉
１
回
程
度
の
リ
ア
ル
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
開
催
も
決
ま
っ
て
い
る
。
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
す
で
に
5
つ
ほ
ど
動
い

て
い
る
。
特
に
「
人
材
」に
関
す
る
話
題
が

盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
近
い
う
ち
に
早
く

も
何
か
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
世

の
中
に
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
観
光
地
域
経
営
×
コ
ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
」で

地
域
を
超
え
た
共
創
に
も
踏
み
出
し
た

「
観
光
を
軸
に
、
誰
も
⾒
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
地
域
経
営
創
り
に
挑
戦
し
た
い
」。

こ
の
想
い
の
も
と
に
、
次
世
代
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。

長
期
視
点
で
、「
観
光
」×「
地
域
」を
取
り
巻
く
構
造
的
な
問
題
に
対
す
る
根
本
的
な
変
化
を
共
創
す
る
取
り
組
み
だ
。

次世代
旅館・ホテル経営者
育成プログラム

新展開
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　い
ま
日
本
中
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
、
人

材
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
課
題
解
消
の

鍵
の
一
つ
は
、「
外
国
人
材
の
活
用
」で
す
。

私
は
全
旅
連
（
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
）
の
青
年
部
長
を
務

め
た
後
、
な
ん
と
か
業
界
の
人
材
不
足
問

題
を
解
消
し
た
い
と
思
い
、
日
本
旅
館
協

会
の
針
谷
会
長
（
当
時
）に
お
願
い
し
て
、

４
つ
の
業
界
団
体
を
ま
と
め
た
協
議
会
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観
光
庁
や
厚

生
労
働
省
の
協
力
の
も
と
、
各
団
体
の
合

意
形
成
を
経
て
、
２
０
１
９
年
に
技
能
実

習
制
度
と
特
定
技
能
制
度
が
で
き
上
が
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
外
国
人
材
を
単
純
な
労

働
力
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の

能
力（
特
に
語
学
力
）を
活
用
し
て
、
宿
泊

施
設
の
高
付
加
価
値
化
に
寄
与
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　旅
館
・
ホ
テ
ル
業
の
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
は
、
こ
う
や
っ
て
立
場
の
違
う
多

様
な
人
々
が
手
を
つ
な
ぎ
、
み
ん
な
で
一

緒
に
な
っ
て
変
革
を
起
こ
す
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
私
は
次
世
代
で
、「
み
ん
な
で

一
緒
に
行
動
を
起
こ
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
制
度

づ
く
り
に
お
お
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ど
う
し
た
ら
従
業
員
の

給
与
を
も
っ
と
上
げ
ら
れ
る
の
か
？

　本
来
、
私
た
ち
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者

は
、
人
手
不
足
解
消
に
関
し
て
、
よ
り
核

心
に
あ
る
問
題
を
深
く
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
魅
力
的

な
労
働
環
境
に
で
き
る
の
か
？
」「
ど
う

し
た
ら
従
業
員
の
給
与
を
も
っ
と
上
げ
ら

れ
る
の
か
？
」
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
の

２
つ
を
解
決
し
な
い
限
り
、
人
材
不
足
が

発
生
す
る
構
造
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
２
つ
は
他
人
任
せ
で
は
な
く
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
周
囲
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

自
ら
解
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

即
効
性
の
あ
る
手
段
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
方
と
解

決
策
を
模
索
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

「
観
光
地
域
経
営
×
コ
ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
」

を
発
起
し
た
大
き
な
理
由
で
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
深
い
テ
ー
マ
は
他
に
も
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
が
も
う
一
つ
気

に
な
る
の
は
、「
自
分
の
子
ど
も
に
何
を

ど
の
よ
う
に
残
す
か
？
」
と
い
う
問
い
で

す
。
私
た
ち
は
目
先
ば
か
り
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
一
方
で
10
年
後
、
20
年

後
に
自
分
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
ど
う
し
た

い
の
か
を
考
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。
そ
れ
も
こ
の
よ
う
な
場
で
考
え
、

対
話
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
業
の
核
心
に
あ
る

本
当
に
深
い
こ
と
を
話
し
合
い
た
い

「
観
光
地
域
経
営
×
コ
ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
」発
起
人

０
期
・
山
口
敦
史
さ
ん
（
山
形
県 

天
童
温
泉 

ほ
ほ
え
み
の
宿
滝
の
湯
）

13 June  2023

担 当 研 究 員より

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
さんだ　あい

人材育成・組織開発を専門とし、集
合的ひらめきにより社会変容を起こ
す「コ・クリエーション（共創）」研究
者。官公庁での各種委員を歴任。米
国CTI認定コーチ。書道・華道師範。

※次世代プログラムは今年度も開催予定。
　受講を希望する方は、次世代経営者育成プログラム事務局（jisedaiprg@ml.cocorou.jp）までご連絡ください。（ただし選考があります）

　12年前、「伝説の研修」を創りたい、という観
光庁の想いを受け、私自身も人生をかけて運
営・講師陣と魂こめて創ってきた次世代プログ
ラム。卒業生は口を揃えて「次世代で人生が変
わりました」という。旅館・ホテル経営者の人生
が変わる影響力は絶大だ。経営者が変わると
従業員が変わり、事業が変わる。地域にも影響
が大きい。実際、卒業生が地域全体を巻き込ん
だ変革に取り組むケースも多い。
　現代は、先代の親世代とは経営環境が劇的
に変化しており、価値観や経営スタイルなども
異なる。そのため、何をしたらよいかに悩む次世
代経営者は多いが、彼らが学ぶチャンスは少な
い。彼らにこそ、学んで変わるための場が必要
なのだ。私たちが次世代プログラムを提供しつ
づけてきた一番の理由である。
　すべての人に存在目的がある。「このために生
まれた」と思う魂の願いに触れたとき、源泉掛け
流し温泉のように、純度の高いエネルギーがど
んどん溢れていく。それは覚悟をもって変化を
起こし、周りを巻き込む原動力になる。
　同様に、組織にもこの時代、この世の中に存
在する目的がある。「パーパス経営」だ。パーパ
スが明確なら、企業はその使命を果たすため
に、多様な資源をフルに活用して価値を創造し
ていく。このパーパスに魂を入れることが「Be
型リーダーシップ」だ。どんな人・組織・業界に
も大切で、社会を変える肝である。
　受講生の大きな特徴は、旅館・ホテルを継ぐ
運命にあり、業界に長く留まることだ。だから、
彼らの変化は業界全体にも波及する。事実、初
期卒業生は業界団体の主要ポジションで活躍
している。今後も周囲を牽引するリーダーが
次々に生まれるだろう。次世代から生まれた
150人以上のBe型リーダーは大きな社会資本
である。
　10年経ち、業界リーダーへ成長した次世代
卒業生とじゃらんで、新たなチャレンジ「観光地
域経営×コクリ！」を始めた。大切な一生の仲間
たちと共創する未来が楽しみでならない。



「持続可能な観光地域づくり」の価値と表現を“見える化”する

サステナブル・
トラベラーを
呼び込むために
発信すべき7つのこと
コロナ禍を経て急回復するインバウンドマーケットにおいて、
「サステナブル・ツーリズム」＝「持続可能な観光」の重要性が高まっている。
本特集では、東京観光財団とJRCが実施した共同研究の結果をもとに、
地域の「サステナブル」な価値を伝えるための情報整備の在り方を考察する。

東京観光財団（TCVB）共同研究
「インバウンド旅行者を誘客促進するための
サステナブル・ツーリズム研究」より

　国
の
重
要
な
観
光
戦
略
に
も
位
置
づ
け

ら
れ
、
世
界
各
国
で
ま
す
ま
す
関
心
が
高

ま
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持

続
可
能
な
観
光
）」。「
旅
行
体
験
を
通
じ
て
、

旅
先
の
自
然
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
持
続
的
な
存
続
に
貢
献
で
き
る
こ
と
」

は
、
今
や
欧
米
豪
を
中
心
と
す
る
各
国
の

旅
行
者
に
と
っ
て
旅
先
を
選
ぶ
一
つ
の
基

準
に
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
国
内
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
は
ま
だ
十

分
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
。
認
証
取
得
に

手
間
や
予
算
が
か
か
る
こ
と
や
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
へ
の
対
応
で
得
ら
れ
る
誘
客
増

加
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
っ
た
背
景
か
ら
「
何
か
ら
手
を
付
け
れ

ば
い
い
の
か
」
と
足
踏
み
し
て
し
ま
っ
て

い
る
観
光
事
業
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
ご
紹

介
す
る
共
同
研
究
の
結
果
を
通
じ
て
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
が

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
に
つ
な
が
る
か

を
検
証
。
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
観

点
で
地
域
や
観
光
事
業
者
が
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
」
に
関
す
る
情
報
整
備
を
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
を
考
察
し
た
い
。
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出典：観光庁「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」
Global Sustainable Tourism Council（GSTC）Criteria

「持続可能な観光」にはさまざまな定義があるが、本特集では国際的な観光指標『ＧＳＴＣ
−D』に準拠して策定された『日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ−D）』に沿って
進めていく。上図の通り、「持続可能な観光」には、A〜Dの４つの評価軸が設定されてお
り、「サステナブル」な観光コンテンツの提供から受け入れ環境の整備まで、幅広い取り組
みが必要となっている。今回は、旅行者がその地域を訪問する際の動機付けとなり得る

「社会経済」、「文化」、「環境」の観光コンテンツ（ex.社会経済＝地産地消の食体験など、文
化＝地域の文化遺産や伝統工芸体験など、環境＝環境保全につながるエコツアーなど）に
フォーカスし、誘客促進効果や情報整備のポイントなどを考察していく。

「持続可能な観光」とは、｢訪問客、業界、環境および訪問客を受け入れるコミュニ
ティーのニーズに対応しつつ、現在および将来の経済、社会、環境への影響に十
分配慮した観光」 と定義される。

A. 持続可能なマネジメント
（例）現行のデスティネーション戦略・取組を公表していること。リスクや危機管理に

ついて、地域内で情報を共有し、訓練を実施していること。

B. 社会経済のサステナビリティ
（例）経済データの収集についての取組を行っていること。地域の観光事業者による

農産物等の地域特産物の購入やサービスの利用を推奨する取組があること。

C. 文化的サステナビリティ
（例）文化資産の修復や保全の取組があること。文化的な場所やその周辺で、観光

による負荷に関する取組があること。

D. 環境のサステナビリティ
（例）自然的な場所における来訪者管理について、ツアーオペレーターやガイドに向

けた行動基準等があること。エネルギー消費量の目標を公表し・促進している
こと。温室効果ガスの排出削減目標を定め、公表していること。

図1 「持続可能な観光」の定義とサステナブル分野

イラスト／別府麻衣



東
京
観
光
財
団
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で

3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
な
る

共
同
研
究
を
実
施
し
た

　東
京
観
光
財
団
（
Ｔ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）と
じ
ゃ
ら

ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）が
令
和

４
年
度
に
共
同
で
行
っ
た
『
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
を
誘
客
促
進
す
る
た
め
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
』。
持
続
可

能
な
観
光
に
関
心
の
高
い
傾
向
の
あ
る
欧

米
豪
の
ミ
ド
ル
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
同

研
究
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
が
旅

行
計
画
を
立
て
る
際
に
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」
な
旅
行
体
験
が
誘
客
の
フ
ッ
ク
に
な

る
の
か
を
検
証
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

情
報
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
化
し
た
。

　具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
成
果
は
表
1
の

通
り
だ
が
、
今
回
の
共
同
研
究
で
は
現
地

の
旅
行
会
社
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
対
話
を
重

ね
な
が
ら
東
京
の
観
光
資
源
の
棚
卸
し
を

行
い
、
世
界
基
準
の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な

観
点
で
編
集
し
た
『
東
京
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
』を
制
作
。
さ
ら
に
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
対
す
る
海
外
旅
行
会
社
の
反

響
を
分
析
し
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
旅
行

体
験
を
発
信
す
る
際
に
意
識
す
べ
き
７
項

目
を
軸
に
し
た
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
情
報
整

備
指
南
書
』を
作
成
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
そ
の
詳
細
を
ご
紹
介
す
る
。

明らかにすること 検証手法 検証結果 成果物

リサーチ 海外旅行会社の
ニーズと情報整備の
仮説立て

欧米豪のミドル富裕層を
中心に顧客を持つ旅行
会社は、サステナビリテ
ィに関するどの情報を求
めているのか？

東京観光レップ9拠点
にヒアリングを実施

（イギリス、フランス、
イタリア、スペイン、ド
イツ、オーストラリア、
ロサンゼルス、ニュー
ヨーク、カナダ）

○東京のリアルな暮らしや文化が感じられるス
ポット情報、そこでの文化や伝統体験を通し
て、どのように地域経済や文化、環境に貢献
できるか

○GSTC基準の分野に沿ってカテゴリ別に分
けたスポット情報

○サステナビリティに取り組むホテルの一覧 
などを求めている

旅行会社が求める情報
に沿った『東京サステナ
ブル情報マニュアル』を
作成

本調査① 誘客促進の証明 『東京サステナブル情報
マニュアル』を旅行会社
に提示することで、東京
のイメージを変えられる
か？それによって今まで
旅程に入れられていない
エリアでも行程追加の
可能性が高まるか？

欧米豪のミドル富裕
層を中心に顧客を持
つ旅行会社14社への
アンケート調査を実施

『東京サステナブル情報マニュアル』を旅行会社
14社に提示し、情報マニュアルの内容に対する
満足度は全社が満足と回答（5段階評価で、非
常に満足が11社、満足が3社）。東京のイメージ
は12社が変わったと回答。新たに旅程の提案
に追加したいかは、14のコンテンツのうち６つ
のコンテンツで８割超え（そのうち３つのコンテ
ンツは９割超え）と高い意向度を獲得

『東京サステナブル情報
マニュアル』によって海
外旅行会社が旅程に
追加する確率が上がり、
誘客促進につなげられ
る証明結果を得る

本調査② 情報整備すべき
観点の明確化

誘客促進するために、ど
のような観点で情報を
整備すればよいか？

欧米豪のミドル富裕
層を中心に顧客を持
つ旅行会社4社への
深掘りインタビュー調
査を実施

「ビジョン」「人間味」「地域コミュニティー」「歴史
ストーリー」「地域への貢献」「具体事例」「世界
基準の認証制度」の7つの情報整備ポイントが
あることが判明

7つの情報整備ポイン
トをベースに活用できる

「サステナブル情報整
備指南書」を作成

15 June  2023

東京観光財団とじゃらんリサーチセンターで共同研究。世界に15拠点を置く東京観光レップ、
Japan-sanと連携することで、海外視点を取り入れながら研究を推進。

研究主体 海外連携パートナー

日本 現地マーケット（欧米豪）

東京観光財団

○東京都の観光関連事業者との連携
○東京観光レップへのヒアリング

Japan-san
イギリスを拠点とする欧米豪市場向け
PR会社

○海外旅行会社へ調査実施
○海外旅行会社向けの情報整備

じゃらんリサーチセンター

○研究構成の全体設計と調査ディレクション
○Japan-sanとの連携

表1  検証ステップと結果・成果物

図2  共同研究運営体制

東京観光レップ
訪都外国人旅行者誘致のためのセールス活動や
最新情報の提供、プロモーションを目的に、世界に
15の拠点を置いて活動

○海外旅行会社の動向共有

共同研究のステップと結果
 概要



そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

体
験
を
通
じ
て
地
域
や
文
化
、

環
境
に
貢
献
し
た
い

　前
述
の
通
り
、
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
行

わ
れ
た
今
回
の
共
同
研
究
。
事
前
の
リ
サ

ー
チ
で
は
、
海
外
各
都
市
で
旅
行
会
社
や

メ
デ
ィ
ア
と
の
接
点
を
多
く
持
つ
「
東
京

観※

光
レ
ッ
プ
」
９
拠
点
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
図
3
の
通
り
、
今
回
の
研
究

で
対
象
と
す
る
欧
米
豪
の
ミ
ド
ル
富
裕
層

は
、
旅
行
予
約
時
に
自
身
の
志
向
に
合
っ

た
旅
行
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
で
、
都
市
ご
と
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
海
外
旅
行
会
社
の
ニ
ー
ズ
を
俯
瞰

的
に
把
握
す
る
「
東
京
観
光
レ
ッ
プ
」に
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
の
現
地
の
認

識
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
の
だ
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
興
味
深
い
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
内
容
に
つ

い
て
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
る
宿
泊
施
設
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
な
ど

情
報
が
欲
し
い
」や
「
観
光
客
向
け
で
な
く
、

地
元
の
住
民
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
ス
ポ

ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

何
か
知
り
た
い
」な
ど
の
意
見
が
。
ま
た
、

『
持
続
可
能
な
観
光
』の
情
報
を
提
供
す
る

際
に
よ
く
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
質
問
で
は
、「
旅
行
先
の
経
済
支
援
、
自

然
や
文
化
保
護
や
継
承
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
、

地
球
環
境
保
護
の
3
つ
が
主
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
」と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

総
じ
て
言
え
る
の
は
、
環
境
や
文
化
に
対

し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」で
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
当
た
り
前
の
ラ
イ
ン
。
そ
の
う
え

で
地
域
な
ら
で
は
の
具
体
的
な
取
り
組
み

や
そ
の
理
由
へ
の
興
味
・
関
心
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
だ
。

“
す
で
に
あ
る
”観
光
資
源
に

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
物
語
を

　続
い
て
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
リ
サ
ー
チ

の
結
果
を
も
と
に
、
海
外
旅
行
会
社
に
提

供
す
る
『
東
京
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
情
報
マ
ニ

ュ
ア
ル
』を
作
成
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

は
表
2
の
通
り
だ
が
、
大
切
な
の
は
、
地

域
の
観
光
資
源
を
国
際
基
準
の
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」な
観
点
か
ら
読
み
解
き
、
独
自
性

の
あ
る
テ
ー
マ
を
打
ち
出
す
こ
と
だ
。

　今
回
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
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その地域に行く理由

滞在時の過ごし方イメージ

オプションとして飲食店や
体験アクティビティの提案

○東京ならではのリアルな暮らしや文化
○東京独自の文化や体験を通して、どのように
　地域経済や文化、環境に貢献できるか
○東京からの具体的な思い

他の地域よりもどんな独自性があ
るか、広域ルートの旅程イメージ

どんな宿泊施設に泊まれるか、主
要観光スポットは何か、二次交通
の便利さ、ガイドはどのようにつく
か（1泊2日、2泊3日でできること）

○サステナビリティに取り組むホテルの一覧
○サステナビリティの取り組み分野に沿って
　カテゴリ別に分けたスポット情報

図4  海外旅行会社との商談時に“響く”情報のステップ

海外に向けてプロモーションを行う際には、旅行業界の商流やカスタマーの
旅行時の予約行動を意識して情報発信することが大切。今回対象とした欧
米豪のミドル富裕層の場合、旅行会社やツアーオペレーターが予約時の最初
のタッチポイントとなる。そのため、海外旅行会社やツアーオペレーターのニ
ーズを把握し、彼らが顧客に対して「〇〇という良い旅先がありますよ」と提案
したくなるような情報整備が必要だ。

地域の魅力を伝える際には、“大きな情報から
小さな情報へ”を意識することが重要。また、自
地域の魅力とともに、人気の旅先とどのような
組み合わせができるかを伝えることも大切だ。

図3  オーダーメード型海外旅行会社の商流構造（B to B）

提案 手配

日本 現地マーケット

③行程における
　提案資料に活用

②エリア情報を
　チェック

参照・行程表
づくりに活用

⑦手配依頼 ⑥手配依頼

⑧手配

①問合せ

カスタマー

④提案
⑤受注

地域のエリア情報
（主要スポット）A

＋
地域のエリア情報
（主要スポット）B

＋
地域のエリア情報
（主要スポット）C

各地域のエリア情報をチェック
し、組み合わせをカスタマイズ
しながら行程を作って提案

約2週間の行程

具体的に旅行商品を造成するための
情報と問い合せ先がわかるリスト

エリア特徴を説明した
カスタマーが訪れるべき理由

レストラン
ガイド

アクティビティ

宿泊施設事業者
交通手段
その他

各地域のエリア情報マニュアル

コンテンツを持つ
各事業者

海外旅行会社＋
ツアー・

オペレーター

日本旅行会社・
DMC＋

ランド・オペレーター

地域DMO or
地域ランド・
オペレーター

※「観光レップ」とは、現地で観光地域のセールス・PRを代理で行うパートナーのこと

『東京サステナブル
情報マニュアル』を
作成

海外旅行会社が求めるサステナビリティ情報とは？
 リサーチ



現地リサーチをもとに『東京サステナブル情報マニュアル』を作成

ン
ツ
は
6
つ
の
テ
ー
マ
「S

low
 T

okyo

」

「R
u

ral T
okyo

」 「M
ade in

 T
okyo

」 

「E
co T

okyo

」 「B
outiqu

e H
otels

」 

「R
esp

on
sible H

otels

」
で
構
成
さ
れ

た
。
た
と
え
ば
「S

low
 T

okyo

」で
は
高

円
寺
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
フ
ォ
ー
カ
ス
（
文
化
と
社
会
経
済
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）。「R

u
ral T

okyo

」

で
は
、
奥
多
摩
な
ど
の
自
然
豊
か
な
地
域

（
環
境
と
文
化
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）を

紹
介
。
巻
末
で
は
、
取
得
し
て
い
る
認
証

ラ
ベ
ル
と
セ
ッ
ト
で
ホ
テ
ル
リ
ス
ト
を
作

成
。
各
ホ
テ
ル
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情

報
に
リ
ン
ク
す
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
掲
載
し
た
。

　地
域
に
よ
っ
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
構
成

す
る
テ
ー
マ
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
が
、“
す

で
に
あ
る
”
地
域
資
源
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」
な
物
語
を
付
与
す
る
と
い
う
基
本
構

造
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Step1 地域資源の棚卸し ターゲット市場と販売する商流を考慮する。そのうえで、地域の交通アクセス、
宿泊施設、自然、歴史観点の魅力的なスポットを考慮し、響きやすい情報を棚
卸する。特にサステナビリティに関連する地域や観光関連事業者が目指した
いことを、GSTC基準の社会経済、文化、環境、持続可能なマネジメントの4
視点で理解する。

Step2 地域の競争優位な
独自コンセプトの決定

地域ならではのコンセプトを設定して、サステナビリティを通じたストーリーを
付与する。
※ターゲットとする旅行者や旅行会社へ実際に響くコンセプトとストーリーかヒアリング調査を
かけることで、より響く情報としてマッチングしやすくなる。

Step3 基本テーマの設定 サステナビリティのストーリーをテーマごとに分解して設定

Step4 テーマにマッチす
る詳細情報の整理

テーマに合わせて、地域やスポット、宿泊施設、体験アクティビティや飲食店
の情報をピックアップして整理する。特に宿泊施設は重要なのでリスト化して
まとめる。地方部の場合は、交通アクセスやモデルルートの紹介など具体的
な地図や移動方法や過ごし方がイメージできる情報まで落とし込む必要あり。

Step5 マニュアル構成と情報の
ブラッシュアップ

全体のバランスを見て、Step2で設定したコンセプトやストーリーとずれなど
がないかチェックしてまとめ上げる。
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表2  サステナブルマニュアル作成のための検討ステップ

マニュアル作成の意図と思いを表現Column

今回の『東京サステナブル情報マニュアル』は、訪日旅行専門のＰＲ企業「Japan-san」（イギリス拠点）
の協力をもとに行った。欧米豪の旅行者のニーズを熟知する同社の提言もあり、マニュアルの冒頭で
は、東京観光財団の持続可能な観光に対する思いを掲載した。また、今回のマニュアルでは、多くの外
国人旅行者にとって馴染みの薄い“ローカル”な街やエリアが紹介されたため、それらの位置関係が把
握できるアクセスマップも加えられた。

A message from TCVB:
大都市は非人間的で、小さなコミュニティーのような人間味に欠けると思われることが多く
あります。しかし実際には、東京も多くの都市と同様に、エネルギッシュで革新的なコミュニ
ティーで構成されています。そのような場所にこそ、最も興味深い見どころがあり、最高の滞
在先もあるのです。私たちの目的は、このような特別な場所を旅行者に見つけていただき、
楽しんでいただくことです。主要な観光ルートから離れた場所には、観光から利益を得るビ
ジネスや人々が存在し、訪れた人の記憶に長く残るような体験をすることができます。

Travel Trade: Leading Responsible Tourism
私たちは、多くの旅行会社がレスポンシブル・ツーリズムに取り組んでいることを大いに尊
重しています。私たちは、旅行会社の皆さまが、旅行者に影響を与え、助言し、時に教育する
機会があると理解しています。私たちは、旅行業界と協力し、東京の良さを提供する旅行オ
プションを提案したいと思います。そして、旅行者に東京の良さを伝え、東京の人 と々交流
し、長期的に東京のためになるような旅行プランを提案することを働きかけたいと思います。

How responsible?
一部の大規模なホテルブランドを除いて、本マニュアルの特徴はいずれも地域密着型で小
規模であるため、特定のサステナビリティ認証は受けていません。それでも、私たちはレスポ
ンシブル・ツーリズムと明らかに関連している、地域の良い取り組みに注目したいと思いまし
た。本マニュアルで取り上げている項目は網羅的なものではありませんが、「持続可能な観 
光」の話題が盛り上がるにつれ、より厳格な基準への適応が進むことを期待しています。私
たちは、この基準が、私たちが注目する東京にスポットライトを当てることを願っています。

GSTC Criteria
GSTC基準の分野に沿って作成していることを記載

『東京サステナブル情報
マニュアル』
タイトルの「TOKYO RESPONSIBLE 
TRAVEL－Trade Manual－」は、GSTC
基準での分野（経済、文化、環境）を網羅
したマニュアルとしてこの
タイトルを採用。海外旅
行会社へのヒアリング
により、「Sustainable」
は環境中心に捉えられ
ることが多いため、経
済面も網羅したイメー
ジとして想起されやす
い「Responsible」を取
り入れた



「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」情
報
が

誘
客
に
つ
な
が
る
こ
と
を
証
明

　本
調
査
①
で
は
『
東
京
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
海
外
旅
行
会
社
14

社
に
提
示
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
非
常
に
高
い
評
価
を
得
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
上
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、

全
旅
行
会
社
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
満
足
と
回

答
し
た
。
ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
観
点

で
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
顧
客

に
提
案
す
る
旅
程
に
含
め
る
可
能
性
が
あ

る
か
」と
い
う
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全

て
の
テ
ー
マ
で
半
数
以
上
が
「
可
能
性
が

高
い
」と
回
答
。「
御
岳
の
宿
坊
の
よ
う
な

エ
リ
ア
は
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
顧
客
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
追
加
オ
プ
シ
ョ
ン
」（R

ural

T
okyo

）、「
私
の
顧
客
は
“
本
物
の
街
”を

訪
問
し
、
そ
の
歴
史
と
文
化
に
感
謝
し
た

い
と
考
え
て
い
る
」（Slow

 T
okyo

）、「
こ

の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
施
設
に
向

け
て
予
約
を
集
中
さ
せ
る
大
き
な
動
機
と

な
っ
た
」（R

esp
on

sible H
otels

）と
い

っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
掲
載
し
た
地
域
や
観
光
資
源
が
、
旅
程

を
提
案
す
る
際
の
候
補
に
追
加
さ
れ
る
確

率
が
上
が
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
つ

ま
り
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
情
報
が
誘
客

促
進
に
結
び
付
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
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海外旅行会社の100％が
『東京サステナブル情報マニュアル』に満足

日本への視察ツアーが実施されるなど即時的な効果も

「Responsible Hotels」で掲載した
エリアを旅程に含める可能性は72%となった 

「Rural Tokyo」では、御岳と青梅が、
ともに9割を超えて評価された

大規模ホテルチェ
ーンに対してグ

※

リ
ーンウォッシング
のイメージがある
ことから、取り組み
の詳細を提示する
必要がありそうだ。

※グリーンウォッシ
ングとは、環境に配
慮しているように装
いごまかすこと

いずれも 9割を超える高い意
向度を獲得。フリーコメントか
らは、日本に深い関心がある
顧客や訪日リピーター中心の
提案になることが読み取れ
た。

すぐ変更は
しない

すぐ変更は
しない

すぐ変更は
しない

可能性が
⾮常に⾼い

36%

可能性が
⾮常に⾼い

43%

可能性が⾼い
50%

可能性が⾼い
57%

93%93%

7%7%

21%

「Responsible Hotels」掲載内容について
旅程に含める可能性はありますか？

「Rural Tokyo」掲載内容について旅程に含める
可能性はありますか？

調査対象 欧⽶豪のミドル富裕層を顧客としていて訪日旅
⾏商品を取り扱っている旅⾏会社
事業開発マネージャー・商品責任者・トラベルデ
ザイナー中心

調査時期 2022年12月14日（水）
プレゼン手法 ウェビナーを開催して『東京サステナブル情報

マニュアル』を投影しながら詳細情報を説明
アンケート回収⽅法 ウェビナー開催後『東京サステナブル情報マニ

ュアル』に関するアンケートを送付して回答
アンケート回収数 14名（14社）

海外旅⾏会社が⾏う日本視察ツアーの旅程にも、マニュアル掲載地域が追
加された。2022年12月〜2023年1月の間だけでも、6社が「Slow Tokyo」
に掲載される高円寺を訪問。そのうち1社が販売を開始した。また、海外メ
ディアの取材依頼も3社あった。

東京のイメージに
変化はありましたか？

全旅⾏会社が内容に満足と回答（非常に満足11社、満足3社）。 86%の旅
⾏会社が、東京のイメージは変わったと回答した。

満足
21%

変化
なし
14%

⾮常に満足
79%

変化あり
86%

情報マニュアルの内容は
満足しましたか？

青梅御岳

可能性が
⾮常に⾼い

36%

可能性が⾼い
36%

すでに旅程に
含まれている

7%

72%

『東京サステナブル情報マニュアル』に対する反響とリアルな声
 本調査①



1 ビジョン □社会経済／文化／環境のどの分野で、どんなことに寄与したいのか思いを伝える
□取り組みのポリシーを掲載する

2 人間味 □目標や思いを、その人の名前や写真とともに一人称の言葉で伝える

3 地域コミュニティー □地域独自のコミュニティーが、地域や住民とどのように共存しているか伝える

4 歴史ストーリー □商品の裏に隠れている歴史背景や、取り組み理由をストーリーとして伝える

5 地域への貢献 □商品が、地域にどのような貢献をしているかを伝える

6 具体事例 □具体的な取り組みの事例まで紹介する

7 世界基準の認証制度 □認証を取得している場合は、その認証が世界的に有効とされている根拠と
　あわせて記載する。認証の詳細がわかるリンクも貼る

“
響
く
”ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て

情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

　本
調
査
②
で
は
、
海
外
旅
行
会
社
４
社

の
事
業
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
商
品
責
任

者
に
『
東
京
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
情
報
マ
ニ
ュ

ア
ル
』を
提
示
し
、
掲
載
ス
ポ
ッ
ト
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
も
閲
覧
し
な
が
ら
「
ど
の

よ
う
な
観
点
で
情
報
整
備
を
行
う
と
、
旅

程
に
追
加
し
た
く
な
る
か
」
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
で
深
掘
り
し
た
。

　本
調
査
②
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
一

見
す
る
と
ニ
ッ
チ
で
外
国
人
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
思
え
る
よ
う
な
旅
行
体
験
や

観
光
施
設
で
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ト
ラ

ベ
ラ
ー
に
“
響
く
”ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
十
分

旅
程
に
追
加
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

だ
。
た
と
え
ば
、
高
円
寺
の
ロ
ー
カ
ル
な

街
を
歩
く
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、

「
高
円
寺
は
、
本
格
的
な
街
歩
き
体
験
の
隠

れ
た
宝
石
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ガ
イ
ド

さ
ん
を
通
じ
て
、
地
元
の
文
化
を
紹
介
し

て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
旅
行
会
社
を
通
じ

た
代
理
予
約
で
の
追
加
費
用
を
正
当
化
で

き
る
方
法
の
一
つ
で
す
」
と
い
っ
た
反
応

が
あ
っ
た
。

　情
報
発
信
の
際
に
“
響
く
”具
体
的
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
上
記
の
７
つ
。
こ
こ
か
ら
は
、

各
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
海
外
旅
行
会
社
の

リ
ア
ル
な
意
見
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
。

19 June  2023

持続可能性に対する
明確なビジョンが共感を生む

 “顔”が見える表現で
地域への思いを伝える

表3  「サステナブル」情報で発信すべき７つのポイント

地域を１つのホテルに見立てた青梅の『沿線まるごと
ホテル』については、次のようなコメントがあった。「素

晴らしいコンセプトで
す。〜中略〜 地方の
コミュニティー支援に
焦点を当てていること
は、非常にユニークで
あり、日本をよく知って
いる若い顧客に適して
います」。どのようなビ
ジョンや思いのもとに
地域や観光体験が運
営され、旅行を通じて
社会経済／文化／環
境のどの分野に貢献
できるのかを明確にす
ることが必要だ。

御岳での宿坊体験については「御岳は、幅広い顧客に
選択肢として提供しやすいです。なぜなら、伝統的な

宿坊滞在を提供し、持
続可能な観点として文
化的保護の側面を持
っているからです。〜
中略〜。18代目の馬場
さんの文化を継承する
思いを含めた紹介もよ
く、地域の重要性を感
じ、支援したいという
気持ちを私たちに与え
てくれます」。地域の伝
統や文化を訴求するこ
とはもちろん、その担
い手の“顔”が見える情
報発信が“響く”のだ。

12
pointpoint ビジョン人間味

海外旅行会社の反応から見えてきた、情報発信すべき７つのポイント
 本調査②



海外旅行会社の反応から見えてきた、情報発信すべき７つのポイント
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具体的な取り組みとともに
「サステナブル」に対する姿勢を発信
「京王プラザホテルをはじめ、SDGsに関するポリシ
ーは役立ちます。GSTCなど認証制度の情報があれ

ば情報収集の時間が大幅に節約で
きます。認証制度だけでなく、芝パー
クホテルで挙げられているような環
境に関する具体的な取り組み例が
役立つと思います」といったコメント
が多数。グリーンウォッシングへの
懸念を払拭するためにも、「サステナ
ブル」に対する考え方や具体事例を
明確に発信することも重要。

具体事例
施設の背景にある歴史や
その場所で得られる体験を表現する
築70年の日本家屋で家庭的なもてなしや落語や茶
道などの体験を楽しめる伊東旅館には「伊東旅館の

文化的要素と精神性
が本当に好きです。〜
中略〜　伝統的な建
物、ゲストやスタッフへ
のアットホームな挨拶
の仕方、伝統的なパフ
ォーマンスを見たり聞
いたりできることな
ど、全てが素晴らしい
ものです」という声が
寄せられた。施設の設
備情報だけでなく、背
景にある歴史やゲスト
が滞在を通して得られ
る体験＝ストーリーを
伝えることも大切だ。

歴史ストーリー

6
point

地域コミュニティーの文化や
経済的な持続可能性を発信する
高円寺の銭湯を紹介するページについては、「地域コ
ミュニティーに没入できる旅行として際立っています。

銭湯体験は実にユニ
ークで文化的な旅行
者やコミュニティー形
成に関心のある人にと
っては、間違いなくぴ
ったりです」というコメ
ントが寄せられた。あ
りのままの地域の「文
化」を感じることや、観
光消費を通じて地域の

「社会・経済」に貢献す
ることは、その地域を
訪れる大きな動機付け
となる。

35
pointpoint 地域コミュニティー

地域や環境の持続可能性に
貢献できることを打ち出す

「伝統文化の継承や、食材について丁寧に説明しなが
らの食事提供、そして急速に枯渇する資源を守るため

に b l u e s e a f o o d 
guide に沿って倫理的
な調達をしている事実
も良いです」と評価され
たのは、1910年創業の
老舗寿司店・松乃鮨。

「寿司を食べる」という
体験を通じて、地域の
文化の継承や地球環
境保全に貢献できるこ
とを全面に打ち出した
メッセージが、レストラ
ンの選択肢としての優
先順位を上げるポイン
トなのだ。

地域への貢献

4
point



研究内容やアウトプットについての詳細は
こちらをご参照ください。

研究発表資料 https://jrc.jalan.net/wp-content/
uploads/2023/03/sustainability
research.pdf

東京サステナブル
情報マニュアル

https://jrc.jalan.net/wp-content/
uploads/2023/03/
responsibletravelmanual.pdf

サステナブル情報
整備指南書

https://jrc.jalan.net/wp-content/
uploads/2023/03/
informationguide.pdf

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

 

“
地
域
”と
し
て
情
報
発
信
す
る
と
き
に
も
、

観
光
事
業
者
が
“
個
”と
し
て
情
報
発
信
す

る
と
き
に
も
、
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
重
要

と
な
る
。
ま
た
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」な
観
光

情
報
を
伝
え
る
際
に
大
切
な
の
が
、
こ
れ

ら
の
要
素
を
“
わ
か
り
や
す
く
”提
示
す
る

こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ト
ッ
プ
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」情
報
の
詳
細

に
誘
導
す
る
リ
ン
ク
を
張
っ
て
お
く
だ
け

で
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
を

顧
客
に
持
つ
海
外
旅
行
会
社
の
担
当
者
の

目
に
付
き
や
す
く
な
り
、
旅
程
に
追
加
さ

れ
る
可
能
性
も
上
が
る
か
ら
だ
。

　こ
れ
ら
の
情
報
整
備
の
ス
テ
ッ
プ
や
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
は
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
情
報
整

備
指
南
書
』に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

21 June  2023

世界基準で「サステナブル」を捉え
明確に発信していく

「Responsible Hotels」のページで「サステナブル」な
情報へのリンクを掲載した点も高評価だった。「GST

Cの認証制度※を持っ
ている施設の情報は
とても助かります。他
の認証制度を取得し
ている場合でも、その
制度の説明とともに
記載があれば、信頼度
は上がります」。「もっ
たいない」の精神が息
づく日本では、当たり
前のように「サステナ
ブル」な振る舞いが行
われていることもある
が、国際基準に則って
明確に発信すること
が、ゲストの安心感を
生むのだ。

世界基準の認証制度
地域の慣習を海外視点に変換すれば
日本は「サステナブル」な宝の山！？

本研究に取り組んだ思いは大きく2つだ。1つ目は、日本
で当たり前化しているサステナブルな慣習を海外視点
で整備し、地域の魅力をもっと深く響く状態にするこ
と。日本全国で様々な慣習があるが、日本人にとって当
たり前化してしまい、積極的にアピールしきれていない
ことがもったいないと感じて情報整備に取り組んだ。2
つ目は、サステナブルな取り組みに対してわかりやすくメ
リットを感じられる状態をつくること。具体的にどんな
メリットがあるかわからなければ、「サステナブル」への対
応工数だけが発生してしまい優先順位が上げにくい。そ
のため、どう誘客に繋がるかと情報整備すべきポイント
を検証した。今回実施した東京だけでも、深掘りすれば
するほど今までと異なる誘客ポイントがたくさん見つか
った。さらに、日本に精通する複数の海外エージェント
にヒアリングしたところ、日本の地方部にはさらなるポ
テンシャルがあると意見をもらった。「特に重要なことは
自分たちの地域をどうしていきたいか、守りたいことや
継承していきたいことが伝わると魅力は高まる。日本の
地方部には、地域に根付いた多様な思いが存在してい
るはずだ」。このような意見を参考にしつつ、まずは文
化・社会経済・環境の分野にわけて地域の慣習を思いと
ともにストーリー化して整備していくと良い。そして、そ
の思いを地域の関係者みんなで共有していただきたい。
ちょっとシャイな日本人だからこそ、意見交換の場を意
識的に増やすことや、ウェブサイトやSNSでも積極的に
発信できると良いと思う。それぞれの思いを尊重しなが
ら情報整備することは、結果的として地域ならではの長
期的ビジョンやブランドコンセプトの明瞭化にも寄与す
るだろう。

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもと ゆかり

「インバウンド旅行者の需要創造メカニズム
研究」など、インバウンドに関する調査や研
究を担当

※ マニュアルでは、GSTC-Iに準拠した基準を持つ団
体から認証を受けた施設の情報を紹介

担当研究員より

7
point



誰
も
が
楽
し
め
る
旅
に
向
け
ての

旅
の

困
り
ご
と

社
会
的
に
は
浸
透
し
て
き
た
が
、
旅
行
業
界
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
え
る「
L
G
B
T
」。旅
行
の
場
面
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、

何
が
で
き
る
の
か
、
調
査
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
実
態
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。

法
制
化
の
動
き
に
向
け

ま
ず
は
実
態
の
理
解
か
ら

　誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
促
進
、
普
及
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
国
と
し
て
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
対
象
は
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
身
体
的
な
困
難

を
抱
え
た
人
が
中
心
で
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

を
含
む
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

主
な
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
で

最
近
は
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法

（
正
式
名
称
…
性
的
指
向
お
よ
び
性
同
一

性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
増
進
に
関
す
る

法
律
）
の
検
討
も
進
ん
で
い
て
、
い
ず
れ

は
国
全
体
で
の
対
応
が
必
要
に
な
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　地
方
自
治
体
に
目
を
向
け
る
と
、
少
な

く
な
い
自
治
体
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
対
象

と
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

す
る
な
ど
、
国
に
先
立
っ
て
対
応
が
進
ん

で
い
る
。
旅
行
関
連
で
も
、
２
０
１
８
年

の
沖
縄
県
に
よ
る
観
光
事
業
者
向
け
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
対
応
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
先
行
例
が
あ

る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
、
国
内
旅
行
業
界

全
体
と
し
て
、
先
ん
じ
て
検
討
を
進
め
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
そ
う
だ
。

　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
議
論
が
進
む

中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
、
男
女
別
の
大
浴

場
や
ト
イ
レ
の
利
用
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
懸
念
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
議
論
の
根
拠
と
な
る
客
観

的
な
事
実
に
つ
い
て
は
、
信
頼
で
き
る
デ

ー
タ
が
少
な
い
の
が
実
情
だ
。

　じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
以
下

Ｊ
Ｒ
Ｃ
）で
は
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、『
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
対
応
の
研
究
』（
筑
波
大
学
と
の
共
同

研
究
）
を
実
施
。
①
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
の
収
集
と
、
②
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

望
ま
し
い
対
応
の
提
示
に
取
り
組
ん
だ
。

　そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
今
号
と
次
号
の

2
回
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
今
号
で
は
、

定
量
調
査
、
定
性
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
視
点
を
確
認

し
、
次
号
で
は
、
観
光
事
業
者
に
よ
る
先

行
対
応
事
例
と
、
事
例
か
ら
見
え
て
き
た

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
か
ら

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
旅
行
者
像
を
知
る

はじめに

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

関
連
用
語
集

「LGBT等の
セクシュアルマイノリティ

対応の研究」より

前編

調査編

L
G
B
T【
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
】

Lesbian

（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
女
性
同
性

愛
者
）、Gay

（
ゲ
イ
、
男
性
同
性
愛

者
）、Bisexual

（
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
、
両
性
愛
者
）、Transgender

（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
本
稿
に
お

い
て
は
出
生
性
と
性
自
認
が
一
致
し

な
い
人
）の
略
。
正
確
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
い
る
が
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

出
生
性【
し
ゅ
っ
せ
い
せ
い
】

生
ま
れ
た
時
に
割
り
当
て
ら
れ
た
性

別
。
本
人
の
性
自
認
と
は
異
な
る
場

合
も
あ
る
。

S
O
G
I【
ソ
ジ
】

Sexual O
rientation

（
性
的
指
向
、

好
き
に
な
る
性
） &

 Gender Iden 
tity

（
性
自
認
、
本
人
が
思
う
心
の
性

別
）の
略
。

ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

他
者
に
対
し
て
性
的
欲
求
を
抱
か
な

い
人
。

パ
ン
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

男
女
関
係
な
く
性
的
欲
求
を
抱
く
人
。

本
来
は
、
男
女
ど
ち
ら
に
も
性
的
欲

求
を
抱
く
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
は

異
な
る
。
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
8
・
9
％
の
人
が

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
相
当
す
る

　最
初
に
、
日
本
国
内
に
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え
て
い

る
の
か
を
数
字
で
捉
え
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ

で
調
査
を
行
っ
た
。

　ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
で
は
、
日
本
国

内
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
占

め
る
割
合
を
推
定
す
る
た
め
、
人
口
動
態

に
沿
っ
て
調
整
し
た
13
万
人
を
対
象
に
、

出
生
性
【
用
語
集
】
と
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
【
用
語
集
】
を
尋

ね
た
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
ど
れ
に
該
当
す
る

か
」
で
は
な
く
出
生
性
と
性
的
指
向
、
性

自
認
で
分
類
す
る
手
法
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
口
を
測
る
に
あ
た

っ
て
、
よ
り
客
観
的
か
つ
正
確
に
実
態
を

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　回
答
者
の
う
ち
、
出
生
性
と
性
自
認
が

一
致
し
な
い
人
を
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
出
生
性
・
性

自
認
と
性
的
指
向
の
組
み
合
わ
せ
で
分
類

し
た
結
果
、
全
体
の
８
・
９
％
が
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
（
図
１
）。
こ
の
中
に
は
ア
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
【
用
語
集
】
、
性
的
欲
求
を
抱
く

対
象
が
ど
の
属
性
か
わ
か
ら
な
い
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
（
本
研
究
で

の
造
語
）
等
も
含
ま
れ
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
呼
ば
れ
る
人
は
全
体
の
６
・
６
％
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
出
生
性
・
性
自

認
・
性
的
指
向
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
回

答
を
拒
否
し
た
人
も
２
・
５
％
存
在
す
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
人
々
も
加
え
る
と
、
全

体
の
11
・
４
％
は
何
ら
か
の
困
難
を
有
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
分
類
さ
れ
る
人
は
人
口
の
６
・
６
％

属
性
に
よ
っ
て
困
難
の
度
合
い
は
異
な
る

調査❶
ウェブ調査

①スクリーニング調査
調査対象者	 全国20歳から79歳までの

日本在住者（株式会社イン
テージの登録モニター）

回収数（割付）	20 -30代／40 -50代／
60-70代（3区分）×男／女
（2区分）について、2015年
実施の国勢調査データをベ
ースに、人口動態を加味し
て2022年の人口様態に沿
って株式会社インテージが
作成したモデルにて母集団
形成を行った。計131,735
人。

調査方法	 インターネット調査
調査期間	 2022年6月13日～17日

②本調査
調査対象者	 スクリーニング調査におけ

る、LGBT各属性および非
セクシュアルマイノリティ
（株式会社インテージの登
録モニター）

回収数（割付）	LGBTおよび非セクシュア
ルマイノリティについて、そ
れぞれ20-30代／40-50
代／60-70代（3区分）につ
いて100サンプルずつ抽出
した。計1,500人。

調査方法	 インターネット調査
調査期間	 2022年6月13日～17日

ウェブ調査概要

※一般的なLGBTの形式で分類を検討するため、また統計上の都合等により、パンセクシュアル【用語集】についてはバイセクシュアルに含めることとした。　※トランスジェンダーの詳細にお
ける「それ以外」については、MtF【用語集】・FtM【用語集】でヘテロセクシュアル（異性愛者）および性的指向が無回答の者、Xジェンダー【用語集】・ジェンダーフルイド【用語集】・自身の性
自認を自身でも把握していないジェンダークエスチョニング（本研究での造語）・性自認がその他の者のうち、バイセクシュアル・アセクシュアル・その他非典型的な性的指向でない者を合計
した。したがって、Xジェンダー等については出生性から見た場合、外形的にホモセクシュアル（同性愛者）に見える者も含まれる。

ベースn数＝131,735図1  日本においてセクシュアルマイノリティの占める割合

（%）

非セクシュアルマイノリティ
男性（45.2）

非セクシュアルマイノリティ
女性（43.5）

レズビアン
（0.9）

ゲイ
（1.3）

バイセクシュアル
（1.6）

（広義の）トランスジェンダー
（2.8）

アセクシュアル・
セクシュアルクエスチョニング等（2.3）

LGB・アセクシュアル・
Qに該当する（1.2）

それ以外
（1.6）

以下は、LGBTQ	8.9%の内訳の詳細

以下は、トランスジェンダー2.8%の内訳の詳細

セクシュアルマイノリティ（8.9）

回答拒否
（2.5）

M
t
F【
エ
ム
テ
ィ
エ
フ
】

男
性
か
ら
女
性
へ
の
性
別
移
行
を
望

む
人
。「
ト
ラ
ン
ス
女
性
」と
同
義
。

F
t
M【
エ
フ
テ
ィ
エ
ム
】

女
性
か
ら
男
性
へ
の
性
別
移
行
を
望

む
人
。「
ト
ラ
ン
ス
男
性
」と
同
義
。

X
ジ
ェ
ン
ダ
ー

性
自
認
が
男
女
ど
ち
ら
に
も
当
て
は

ま
ら
な
い
人
。
日
本
独
自
の
表
現
。

ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

当
事
者
本
人
の
了
解
の
な
い
ま
ま
、

そ
の
人
の
性
的
指
向
や
性
自
認
を
第

三
者
に
暴
露
す
る
行
為
。
本
人
の
意

志
で
公
表
す
る「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」

と
は
異
な
り
、
人
格
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
と

さ
れ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ル
イ
ド

性
自
認
が
時
と
場
合
で
揺
れ
動
く

人
。ポ

リ
ア
モ
リ
ー

関
係
者
全
員
の
合
意
の
も
と
、
複
数

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
恋
愛
関
係
を
結
ぶ

恋
愛
ス
タ
イ
ル
。

ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー

性
自
認
・
性
表
現
に
男
女
の
枠
組
み

を
あ
て
は
め
な
い
人
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ク
ィ
ア

X
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
概
ね
同
義
。

A
L
L
Y【
ア
ラ
イ
】

ス
ト
レ
ー
ト
ア
ラ
イ
の
略
。
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
に
共

感
し
て
支
援
す
る
非
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
こ
と
。
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バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

と
く
に
困
難
が
大
き
い

　本
調
査
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
各
属
性
の
当

事
者
が
、
国
内
宿
泊
旅
行
で
ど
の
よ
う
な

困
難
を
抱
え
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。

　旅
行
の
同
行
者
別
に
見
て
み
る
と
、
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
で
幅
広
く
困
難
が
生
じ
て
い
て
、
ゲ
イ

や
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
も
親
や
子
供
と

の
旅
行
等
で
困
難
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
（
表
１
）。

　旅
行
の
場
面
別
の
困
難
に
つ
い
て
は
、

「
利
用
で
き
な
い
・
利
用
で
き
な
か
っ
た
」

を
含
め
「
困
る
・
困
っ
た
」場
面
を
尋
ね
た

（
表
２
）。
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
は
、
特

定
の
場
面
に
お
い
て
困
難
は
あ
る
も
の
の
、

他
の
属
性
と
比
べ
る
と
困
難
の
度
合
い
は

高
く
な
い
。
一
方
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
お
い

て
は
、「
旅
行
の
時
期
（
季
節
や
服
装
な

ど
）な
ど
の
選
択
」「
性
別
や
関
係
性
に
基

づ
く
プ
ラ
ン
の
選
択
」「
プ
ー
ル
・
海
水
浴

場
・
ジ
ム
の
利
用
」
な
ど
で
の
高
い
困
難

が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
と
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
、「
大

浴
場
の
利
用
」
や
「
高
級
な
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
食
事
」
に
つ
い
て
も
高
い
困
難
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

「
旅
行
会
社
・
旅
行
代
理
店
の
有
人
窓
口
の

利
用
時
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
属
性

に
お
い
て
も
困
難
が
あ
り
、
非
対
面
で
完

結
で
き
る
手
続
き
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　な
お
本
調
査
で
は
、
旅
行
場
面
ご
と
の

「
不
快
な
こ
と
」
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
が
、

結
果
は
「
困
難
」
を
尋
ね
た
問
い
と
似
通

っ
て
い
て
、
両
者
の
間
に
あ
る
程
度
の
相

関
が
感
じ
ら
れ
た
。
旅
行
場
面
で
困
難
と

感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
概
ね
不
快
な

こ
と
で
も
あ
る
と
受
け
取
っ
て
問
題
な
さ

そ
う
だ
。

困
難
・
不
快
が
解
消
す
れ
ば

旅
の
回
数
は
増
え
る
か
？

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
困
難
、
不
快
が
解

消
す
れ
ば
旅
行
回
数
が
増
え
る
の
か
を
尋

ね
た
。
そ
の
結
果
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
で
は
「
増
え
る
」
と
回
答
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
（
表
３
）。

　レ
ズ
ビ
ア
ン
と
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て
は
、
困
難
、
不
快
が
解
消
し
て

も
旅
行
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
も

と
も
と
困
難
の
度
合
い
の
高
く
な
い
レ
ズ

ビ
ア
ン
と
、
困
難
を
感
じ
て
い
る
度
合
い

の
高
い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
理
由
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
に
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
調
査
②
の
結
果
と
と
も
に
紹
介
し

た
い
。

「
個
室
風
呂
の
泉
質
」に
関
す
る

情
報
が
な
ぜ
重
要
か
？

　調
査
①
の
結
果
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
各

属
性
に
お
い
て
何
ら
か
の
困
難
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
困
難
の
内
容
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
探
る
た

め
、
各
属
性
に
該
当
す
る
８
名
の
当
事
者

を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
な
お

こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
筑
波
大
学

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
。

　表
４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
ご
と
に
特

徴
的
だ
っ
た
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

　共
通
し
て
見
ら
れ
た
の
は
、「
カ
ッ
プ

ル
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
利
用
者
の
関
係
性

に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
プ
ラ
ン
が
利
用

で
き
な
い
」「
浴
衣
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
男

女
で
分
か
れ
て
い
る
の
が
嫌
だ
」
と
い
う
、

男
女
二
元
論
的
（
バ
イ
ナ
リ
ー
）
な
発
想

に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
へ
の
違
和
感
だ
。

「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
／
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の

際
に
は
人
と
対
面
し
な
い
機
械
式
が
よ

い
」
と
い
う
意
見
も
共
通
し
て
い
て
、
こ

れ
は
有
人
対
応
の
際
に
起
こ
り
得
る
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
と
い
う
場
面
で
よ

く
話
題
に
上
る
大
浴
場
や
ト
イ
レ
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
を
除
く
す
べ

て
の
属
性
の
当
事
者
か
ら
何
ら
か
の
不
都

合
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
た
。
そ
の
内

容
は
、「
性
的
対
象
と
な
り
得
る
同
性
の

人
と
大
浴
場
や
ト
イ
レ
を
一
緒
に
利
用
し

た
く
な
い
」（
ゲ
イ
）、「
肌
を
晒
す
と
（
自

分
が
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と

が
）バ
レ
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
」（
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
よ
う
に
、
他
人
に

肌
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
を
見
せ
る
こ

と
へ
の
抵
抗
感
が
中
心
で
、
そ
う
し
た
状

態
を
避
け
る
た
め
に
も
「
貸
切
風
呂
が
あ

る
と
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
」（
バ

イ
／
パ
ン
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
）
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。
と
く
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
場
合
、
戸
籍
性
は
男
性
だ
が
外
見
は
女

性
に
移
行
済
み
で
あ
る
場
合
な
ど
、「
戸

籍
性
で
判
断
す
る
と
む
し
ろ
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
る
」と
し
た
上
で
、「
ど
う
振

る
舞
う
べ
き
か
は
本
人
が
一
番
よ
く
わ
か

っ
て
お
り
、（
中
略
）当
事
者
は
問
題
が
起

き
な
い
よ
う
に
大
浴
場
を
利
用
し
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
」と
い
う
意
見
も
出
た
。

　と
は
い
え
温
泉
が
好
き
で
温
泉
に
は
入

り
た
い
と
い
う
人
も
当
然
い
る
。
そ
う
し

た
場
合
、
客
室
風
呂
や
個
室
風
呂
の
利
用

意
向
が
高
く
な
る
が
、
大
浴
場
は
温
泉
で

「
選
べ
る
」「
事
前
の
情
報
提
供
」で

困
難
の
多
く
は
解
決
で
き
る

調査❷
定性調査
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表１・表２・表３の色分けについて、レズビアンは非セクシュアルマイノリティの女性と、ゲイは非セクシュアルマイノリティの男性と、バイセクシュアル・トランスジェンダーは非
セクシュアルマイノリティの男女合計と比較した。非セクシュアルマイノリティ女性と非セクシュアルマイノリティ男性は相互に比較した。
それぞれの色分けについて、■5 ポイント以上高いもの 　■10 ポイント以上高いもの 　赤字カイ二乗検定（有意水準5％）で有意だったもの。

表1  同行者別の困難 （各同行者ごと単一回答）
「あなたが以下のような相手との国内宿泊旅行、または修学旅行をする際に、何か困る（困った）場面がありますか。
それぞれについて、最もあてはまるもの（あてはまる程度）をお選びください。」の設問に対して「困る・困った」「少し困る・少し困った」のいずれかを回答した者の割合。

全体 レズビアン ゲイ バイ
セクシュアル

トランス
ジェンダー

非セクシュアル
マイノリティ全体

非セクシュアル
マイノリティ女性

非セクシュアル
マイノリティ男性

調査数（※） （≧825） （≧173） （≧167） （≧146） （≧157） （≧168） （≧78） （≧87）
1人旅 36.5 40.0 35.7 40.6 34.3 31.6 37.2 27.1
友人・知人との旅行 30.3 28.9 27.2 36.6 33.1 25.0 25.0 25.0
配偶者・パートナー（恋愛や結婚相手）との旅行 20.6 15.4 20.5 26.2 23.0 18.3 19.8 16.7
親との旅行 22.2 20.7 20.6 31.1 24.5 13.1 12.1 14.0
兄弟・姉妹・いとことの旅行 21.8 18.0 23.4 26.3 24.2 16.7 18.5 14.9
子ども・孫との旅行 22.1 22.0 26.3 25.3 20.4 17.0 16.9 17.2
修学旅行 34.6 27.5 30.5 45.9 42.9 25.4 27.5 23.4
会社の同僚・関係者との旅行（社員旅行など） 38.0 32.4 32.0 47.7 45.3 32.1 35.8 29.5

※調査数（割合の基数）は、各項目の回答者から「わからない・覚えていない」「自分には当てはまらない・この旅行をするつもりはない」と回答した者を除いた人数。
※調査数は各項目ごとに異なるため、最小の値を記載した。

表2  旅行場面ごとの困難 （各旅行場面ごと単一回答）
「以下の旅行の場面について、これまでの国内宿泊旅行で困ったことがある、または今後旅行する際に困りそうだということがありますか。
それぞれについて、最もあてはまるもの（あてはまる程度）をお選びください。」の設問に対して「困る・困った（利用できない・利用できなかったを含む）」

「少し困る・少し困った」のいずれかを回答した者の割合。

全体 レズビアン ゲイ バイ
セクシュアル

トランス
ジェンダー

非セクシュアル
マイノリティ全体

非セクシュアル
マイノリティ女性

非セクシュアル
マイノリティ男性

調査数（※） （≧799） （≧148） （≧183） （≧144） （≧150） （≧167） （≧75） （≧89）
旅行の時期（季節や服装など）の選択 36.3 33.7 30.2 44.6 43.0 29.4 40.3 18.6
宿泊施設の部屋（ベッドや布団の種類や広さ）の選択 22.9 20.2 25.2 24.1 24.4 20.6 23.6 17.6
宿泊施設の性や関係性に基づくプラン（カップルプランやレディースプランなど）の選択 16.2 9.9 25.7 17.7 18.1 10.6 9.3 11.9
宿泊施設のオンライン予約（性別記入や風呂トイレの情報の確認など） 15.6 13.3 19.2 17.1 17.5 10.9 9.6 12.2
旅行会社・旅行代理店の有人窓口の利用時 16.3 18.7 19.0 17.4 19.0 7.3 3.8 10.5
目的地への公共交通機関の利用時 27.4 26.8 23.6 29.6 34.2 23.0 25.8 20.3
レンタカーのレンタル時や利用時 18.6 19.6 20.0 20.8 22.7 11.0 10.7 11.3
タクシーの利用時 16.6 14.9 17.5 19.5 16.4 14.3 11.8 16.5
宿泊施設でのチェックイン時 12.0 8.7 16.5 11.5 13.4 10.3 8.9 11.6
宿泊中の宿泊施設スタッフとのコミュニケーション 11.9 11.0 12.9 11.5 15.9 8.1 3.7 12.6
宿泊施設が行うキャンペーン（美容アメニティの提供など） 12.4 10.4 13.7 12.3 16.9 8.5 6.7 10.6
宿泊施設の部屋の備品（浴衣やパジャマ、カミソリやクシなど） 16.1 11.9 18.1 17.4 19.9 13.2 12.9 13.4
宿泊施設のラウンジや共用スペースの利用時 14.9 13.7 15.1 15.5 20.2 9.8 7.2 12.2
宿泊施設の大浴場の利用時 23.2 22.1 16.7 29.4 29.9 18.0 20.4 15.6
宿泊施設の部屋風呂・家族風呂の利用時 12.2 12.6 11.8 12.3 15.6 8.8 9.3 8.3
宿泊施設での食事 16.9 15.0 21.3 16.8 20.1 11.8 11.4 12.2
カジュアルなレストランでの食事（大衆食堂やファミリーレストランなど） 12.1 13.3 16.5 8.8 14.4 7.5 6.7 8.3
高級なレストランでの食事 26.2 20.3 23.4 30.1 39.7 17.6 16.0 19.1
プール・海水浴場・ジムの利用時 24.5 25.3 23.3 29.4 29.6 15.7 18.2 13.5
トイレの利用時 23.4 22.4 20.0 25.4 28.7 20.4 24.6 16.3
宿泊施設やレストランにサプライズ（記念日のお祝いなど）を依頼する時 18.6 19.3 24.0 18.3 17.3 13.2 14.1 12.4
旅行先を選定する際に目にする広告や案内 12.4 13.1 14.6 10.6 15.7 8.3 8.4 8.2
旅行中に目にする広告や案内 11.9 11.7 12.4 11.2 15.4 8.8 6.9 10.6
宿泊施設でない観光施設（テーマパーク、道の駅など）の利用時 15.3 12.3 19.9 13.5 20.0 11.5 12.9 10.0
体験コンテンツ（手作り体験、スポーツなど）の利用時 16.9 15.0 20.7 17.9 20.1 11.2 11.1 11.2
みやげ物屋や商店の利用時 10.4 11.5 12.0 9.9 12.4 6.1 4.4 7.7

※調査数（割合の基数）は、各項目の回答者から「わからない」「利用しない・利用したことがない」「答えたくない」と回答した者を除いた人数。
　また「レンタカーのレンタル時や利用時」はモニター登録情報において、自動車運転免許保有と登録している者のみの回答。
※調査数は各項目ごとに異なるため、最小の値を記載した。

（%）

（%）

旅行において何かの項目で困難や不快なことがあったと回答した者に対して「ここまで答えていた
だいた『困ること』や『不快なこと』が減少した場合、あなたは国内宿泊旅行に行く回数が増えると
思いますか。」と聴取した回答。

表3  困難や不快が解消した場合の旅行回数の変化 （単一回答）

調査数 増えると
思う

少し増えると
思う

変わらないと
思う

減ると
思う わからない

全体 （1,040） 15.1 27.0 42.0 8.5 7.4

レズビアン （198） 12.1 29.3 42.4 12.1 4.0

ゲイ （185） 21.6 28.6 35.7 11.4 2.7

バイセクシュアル （231） 15.6 29.9 40.3 6.9 7.4

トランスジェンダー （232） 14.2 23.3 40.5 8.6 13.4

非セクシュアルマイノリティ全体 （194） 12.4 24.2 51.5 3.6 8.2

非セクシュアルマイノリティ女性 （106） 11.3 22.6 56.6 2.8 6.6

非セクシュアルマイノリティ男性 （88） 13.6 26.1 45.5 4.5 10.2

（%）

定性調査結果のポイント
□バイセクシュアル・トランスジェン

ダーではとくに困難・不快が多い
□困難・不快の解消は旅行回数増

につながり得る
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あ
っ
て
も
客
室
風
呂
や
個
室
風
呂
に
は
温

泉
が
引
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
宿
も
あ
る

た
め
、「（
客
室
風
呂
や
個
室
風
呂
の
）
泉

質
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
よ
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

　ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
有
の

問
題
と
し
て
、「
性
自
認
と
は
異
な
る
性

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
『
ミ
ス
ジ
ェ
ン
ダ

リ
ン
グ
』」を
挙
げ
る
声
が
あ
っ
た
。
今
の

と
こ
ろ
、
宿
泊
施
設
の
窓
口
や
旅
行
予
約

時
に
お
い
て
は
性
別
の
聴
取
を
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
が
、「
そ
も
そ
も
な
ぜ
聴
取
す

る
の
か
理
由
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
ア
ウ
テ

ィ
ン
グ
【
用
語
集
】
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い

た
め
、
対
応
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

特
別
な
対
応
は
望
ま
な
い
が

選
択
肢
が
あ
る
と
嬉
し
い

　調
査
①
の
結
果
か
ら
は
、
困
難
が
解
消

さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
レ
ズ
ビ
ア

ン
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
旅
行
回

数
は
増
え
な
い
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ

た
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
は
、
各
自

が
そ
う
回
答
す
る
理
由
は
正
反
対
と
も
取

れ
る
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
は
そ
も
そ
も
旅
行
で

ほ
と
ん
ど
困
難
を
感
じ
て
い
な
い
た
め
、

解
決
す
べ
き「
問
題
」が
少
な
く
、
一
方
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
逆
に
幼
い
頃
か
ら

困
難
が
多
す
ぎ
る
た
め
、「
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
ま
で
旅
行
を
し
た
く
な
い
」
こ
と
が

理
由
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

　全
体
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
望

ん
で
い
る
の
は
特
別
な
対
応
で
は
な
く
、

男
女
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
や
、
温
泉
が
引
か
れ
た
貸

切
風
呂
な
ど
、
問
題
を
避
け
つ
つ
旅
を
楽

し
む
た
め
の
「
選
択
肢
」
だ
と
い
う
こ
と

に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
男
女
別
に
用

意
さ
れ
が
ち
な
浴
衣
に
つ
い
て
「
必
ず
し

も
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
し
て
ほ
し
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ

ズ
が
自
由
に
選
べ
た
り
す
る
と
よ
い
」
と

い
う
意
見
が
出
た
の
も
、
選
択
肢
で
解
決

で
き
る
好
例
だ
ろ
う
。

　次
号
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
、
す
で
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

属性にかかわらず
共通して出た意見
□	カップルプランなどが使えな
かったり、使えるかどうか気
になる。同性どうしでも利用
できるならば、利用できる旨
を示してほしい。
□	浴衣やアメニティが男女で
分かれていたり、男女で宿
泊することを前提に想定さ
れていると、バイナリー（男
女二元論的）に決めつけられ
ているようで嫌な感じを抱く。
□	浴衣は必ずしもオールジェ
ンダー化してほしいというわ
けではなく、デザインやサイ
ズが自由に選べたりすると
よい。アメニティも自分の欲
しいものを選べるようにして
ほしい。
□	チェックイン／チェックアウ
トは人と対面しないような
機械式の方が嬉しい。宿泊
旅行の手配も、旅行代理店
は用いず、オンラインで予約
するようにしている。

トランスジェンダーから出た意見
□	宿泊施設の窓口や旅行予約時において性別を記入す
ることが辛く、聴取している理由が分からない。「その
他」や「回答しない」という選択肢がほしい。あるいは
システム上にあらかじめ登録しておいて、都度選択さ
せないでほしい。
□	旅行や飲食店で、性自認とは異なる性として取り扱わ
れる「ミスジェンダリング」が一番の問題である。自己
のアイデンティティと異なる性として取り扱われたり、
性自認と異なる性別の表記のある設備（トイレなど）
を利用させることなどである。
□	肌を晒すとバレるという感覚があり、更衣室なども男・
女・個室などのように分かれているとありがたい。
□	トランスジェンダーは移行時期によって困難の度合い
が異なり、出生性の設備を利用せざるを得ないことも
ある。
□	トイレや大浴場について、戸籍性で判断するとむしろ
混乱が生じることがある。どう振る舞うべきかは本人
が一番よくわかっており、司法の判断も生活実態を重
視している。しかし、トランスジェンダー当事者は問
題が起きないように大浴場を利用しないことがほとん
どだと思われる。
□	LGBTフレンドリーな施設の特集などをするよりも、
事実ベースで個室風呂や貸切風呂があるのか否か、
泉質がどうであるかなどを明らかにして、検索できるよ
うにしてほしい。

レズビアンから出た意見
□	宿泊施設で困ることがほとんどない。女性どうしで旅行に
行くことは男性どうしに比べて世の中的に許容されている。
カップルプランも以前は利用していなかったが、一回利用
してみたら大丈夫だったのでそれ以降利用している。

□	性的指向が同性であってもトイレや大浴場が使いづらい
わけではなく、周囲のレズビアン当事者からも使いづらい
という意見を聞いたことはない。

ゲイから出た意見
□	性的対象となり得る同性の人と、大浴場やトイレを一緒
に利用したくない気持ちがある。ゲイの中にはトイレを利
用しづらいという意見が一定数ある。ただし、ゲイの中に
は大浴場で同性と一緒に風呂に入ることに抵抗を感じな
い人もいる。

□	修学旅行等では同性に肌を見せたくないため、トイレを用
いて着替えをした。社員旅行ではカミングアウトをしてい
たにもかかわらず配慮が足りず困った。

バイ／パンセクシュアルから出た意見
□	身体的には女性だが、異性と旅行に行ったときに一緒に
風呂に入れないことにむしろ違和を感じたことがある。

□	貸切風呂があると心理的ハードルが下がる。「家族風呂」よ
りは「貸切風呂」のようにフラットなネーミングがよい。

表４　LGBT各当事者へのインタビューにおける特徴的な意見

定性調査でのヒアリング対象
□Aさん（30代）：レズビアン
□Bさん（20代）：ゲイ
□Cさん（30代）：トランスジェンダー（FtM）（恋愛対象は女性）
□Dさん（30代）：トランスジェンダー（MtF）（恋愛対象は男性）
□Eさん（20代）：ジェンダーフルイド【用語集】（出生時女性）、
　パンセクシュアル、ポリアモリー【用語集】
□Fさん（30代）：ノンバイナリー【用語集】（出生時男性）・
　パンセクシュアル
□Gさん（30代）：ノンバイナリー（出生時男性）、
　パンセクシュアル
□Hさん（30代）：ジェンダークィア【用語集】（出生時男性）、
　バイセクシュアル

聴取期間：2022年10月～12月
（対面またはオンラインミーティングにて実施）
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今
日
的
に
見
え
て
普
遍
的
な
問
題

土
井
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
に
関
し
て

は
、
ネ
ッ
ト
空
間
な
ど
で
、
と
く
に
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
っ
て
バ
ッ
シ
ン

グ
と
も
言
え
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
調
査
結
果
を
見
る
と
、
例
え
ば
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
が
女
性
用
大
浴

場
を
使
い
た
い
と
い
っ
た
要
望
は
な
い
し
、

そ
う
い
う
要
望
を
受
け
た
と
い
う
宿
泊
施

設
の
声
も
な
い
ん
で
す
よ
ね（
※
）。
男
湯

に
入
り
た
く
な
い
ト
ラ
ン
ス
女
性
は
い
て

も
、
そ
れ
は「
女
性
に
交
じ
っ
て
女
湯
に

入
り
た
い
」と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

五
十
嵐
　
基
本
的
に
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

温
泉
に
入
り
た
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
主

な
困
り
ご
と
は「
大
浴
場
に
入
れ
な
い
」

こ
と
で
は
な
く
、「
個
室
風
呂
に
入
り
た

い
が
温
泉
か
ど
う
か（
泉
質
）が
分
か
ら

な
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
考
え
て
み

れ
ば
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
な
く
て
も
、
大
浴
場
が

苦
手
で
個
室
以
外
に
は
入
り
た
く
な
い
、

と
い
う
人
は
昔
か
ら
い
ま
す
。

土
井
　
そ
う
考
え
る
と
こ
の
問
題
は
今
日

的
な
よ
う
で
い
て
、昔
か
ら
あ
っ
た
け
れ
ど

見
過
ご
さ
れ
て
い
た
問
題
と
い
え
ま
す
ね
。

五
十
嵐
　
と
は
い
え
、
日
本
で
は
長
い
歴

史
を
経
て
男
女
別
の
大
浴
場
が
定
着
し
て

き
た
わ
け
で
、
そ
こ
を
変
え
る
べ
き
か
と

い
え
ば
違
う
と
思
い
ま
す
。
個
室
風
呂
が

な
い
な
ど
対
応
で
き
な
い
場
合
は「
受
け

入
れ
困
難
で
あ
る
」こ
と
を
示
す
の
も
一

つ
の
配
慮
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
井
　
実
際
は
当
事
者
側
も
、
そ
う
し
た

こ
と
を
気
に
し
て
下
調
べ
を
す
る
人
が
多

い
で
す
。
重
要
な
の
は
、
特
別
な
対
応
で

は
な
く
、
事
前
に
情
報
が
あ
っ
て
判
断
が

で
き
る
こ
と
。
情
報
が
あ
れ
ば「
個
室
風

呂
の
お
湯
が
水
道
水
だ
っ
た
」と
が
っ
か

り
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

五
十
嵐
　
も
ち
ろ
ん
施
設
側
も
、
単
に
対

応
で
き
な
い
と
断
る
の
で
は
な
く
、
可
能

な
範
囲
で
配
慮
で
き
る
と
よ
い
で
す
よ
ね
。

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
宿（
※
）の
中
に

は
、「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
か
ら

ど
う
し
て
も
大
浴
場
に
入
り
た
い
と
い
う

要
望
が
あ
れ
ば
、
通
常
時
間
外
の
利
用
を

提
案
す
る
」と
い
う
宿
も
あ
り
ま
し
た
。

で
き
る
範
囲
で
対
応
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
合
理
的
配
慮
」と
同
様
で
す
。
そ
れ
以
上

の
対
応
を
無
理
に
迫
る
人
が
い
れ
ば
、
そ

れ
は
あ
る
種
の
迷
惑
行
為
と
い
え
ま
す
。

土
井
　
無
理
強
い
を
す
る
客
が
い
れ
ば
施

設
側
は「
管
理
方
針
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」と
言
え
ば
よ
い
し
、
そ
う
言
う

こ
と
を
躊
躇
す
る
必
要
も
な
い
で
し
ょ
う
。

五
十
嵐
　「
理
解
増
進
法
が
で
き
た
ら
迷

惑
行
為
も
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ

し
て
、
普
通
の
当
事
者
が
そ
う
い
う
無
理

を
言
わ
な
い
こ
と
は
調
査
結
果
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。
ち
な
み
に
今
回
、
調
査
に
つ

い
て
は
手
法
も
す
べ
て
明
ら
か
に
し
、
不

透
明
感
が
残
ら
な
い
よ
う
強
く
意
識
し
ま

し
た
。
土
井
先
生
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、「
結
論

あ
り
き
」で
は
な
い
、
よ
り
実
情
に
即
し

た
結
果
が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
井
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
、

日
頃
か
ら
筑
波
大
学
と
関
わ
り
の
あ
る
当

事
者
団
体
と
、
そ
こ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
方

に
回
答
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
他
の
当

事
者
の
相
談
や
支
援
に
当
た
る
と
と
も
に

社
会
と
協
調
し
て
い
る
方
た
ち
で
、
そ
の

主
張
も
極
端
な
も
の
で
は
な
く
、
結
果
に

も
妥
当
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。

五
十
嵐
　
調
査
設
計
時
に
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
グ
ル
ー
プ
内
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
＆
Ａ
Ｌ

Ｌ
Ｙ
【
用
語
集
】
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

「
C
O
L
O
R
s
」で
も
複
数
人
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。
大
学
と
民
間
と
い
う
離
れ

た
ク
ラ
ス
タ
で
話
を
聞
い
た
こ
と
で
、
偏

り
も
解
消
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
質
的
に
重
要
な
こ
と
は
何
か

土
井
　
個
人
的
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
／
ア
ウ
ト
の
無
人
化
が
進

ん
だ
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
接
触

を
避
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
、
と
い
う
こ
と

は
調
査
結
果
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
僕
は
、
そ
も
そ
も
人
は
他
人
の

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に
も
っ
と
無
関
心
で
も
い
い
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
を
気
に
し
す
ぎ

て
、
本
質
的
に
重
要
で
な
い
と
こ
ろ
に
労

力
を
割
く
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ

て
の
本
質
と
は
、「
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
で
き
る
手
助
け
を
す
る
」「
防
犯
や

不
審
者
対
策
を
適
切
に
行
う
」と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

「気にしすぎ」が混乱のもと？
望まれているのは「できる範囲」の対応

今回の研究は筑波大学との共同研究を含めて実施。大学側の中心人物でありセクシュアルマイノリティ対応に
詳しい土井裕人氏と、担当研究員の五十嵐大悟が、調査結果の受け止め方を語り合った。

学生時代には地域振興、観光振興について研
究。アニメーション製作会社勤務を経て2016
年リクルートへ。JRCでは「新型コロナウイルス
感染症の旅行市場への影響」調査などを担当。

じゃらんリサーチセンター
研究員

五十嵐大悟
筑波大学大学院人文社会科学研究科 哲学・思
想専攻修了。博士（文学）。宗教思想を専門に研
究しつつ、セクシュアルマイノリティの理解促進
に向けたコンテンツ研究にも携わる。

筑波大学
人文社会系　助教

土井裕人氏

調査を
振り返って

可能な範囲を超える対応は
難しいと伝えるのも配慮の一つ

当事者側も宿の対応を気にして
旅行前に下調べをしています

※ヒアリングした宿の取り組みについては次号で紹介予定27 June  2023



空き家再生による観光まちづくり術

持続可能な「DMO経営」学
Vol.3

先進事例から、持続的なDMO経営に必要な手法を学ぶ集中連載企画。
第3回は不動産業に乗り出し、町並みを再生しているDMOをピックアップ。

人口減少と、それに伴う空き家の増加は多くの地域が抱えている悩みの一つ。
その課題を解決しながら観光地としての付加価値を高めた、見事な手腕を学びたい。

イラスト／武曽宏幸

先進事例に成功のヒントあり

28

税
金
の
み
で
の
空
き
家
対
策
は
限
界
。

町
並
み
を
保
全
し
な
が
ら

マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
方
策
を
探
る

　２
０
２
１
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く

り
」受
賞
に
続
き
、
２
０
２
２
年
に
は
「
世

界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
、
な
か
で
も
優
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
「
文
化
・
伝
統
保
存
」部
門
で
世
界
１

位
に
輝
い
た
愛
媛
県
大
洲
市
。
城
下
町
の

歴
史
を
伝
え
る
建
物
を
再
生
・
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

５
年
ほ
ど
前
ま
で
は
空
き
家
が
目
立
つ
寂

し
い
町
並
み
だ
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
か
ら

国
内
外
の
旅
行
者
が
訪
れ
る
町
へ
と
変
ぼ

う
さ
せ
た
立
役
者
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
の
キ

タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
彼
ら
が
採
用

し
た
手
法
は
簡
単
に
言
う
と
、
空
き
家
を

獲
得
し
、
改
修
し
た
物
件
を
宿
泊
や
飲
食

な
ど
の
事
業
者
に
貸
し
出
す
不
動
産
業
。

こ
の
手
法
に
至
っ
た
道
の
り
を
、
同
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
事
務
局
長
・
武
田
康
秀
さ
ん
と
不
動

産
部
門
を
担
う
（
株
）Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
代
表
取

締
役
・
井
上
陽
祐
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

　櫓
が
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
大
洲
城

を
抱
え
る
大
洲
市
は
藩
政
時
代
に
は
６
万

石
の
城
下
町
と
し
て
賑
わ
い
、
明
治
以
降

は
製
蝋
や
製
糸
業
で
繁
栄
。
江
戸
期
か
ら

の
町
割
り
が
残
る
市
の
肱
南
地
区
に
は
江

　日本初の城泊「大洲城キャッスルステイ」や
城下町の歴史的建造物を活用した不動産開
発を中心に展開。空き家問題の改善、テナン
トとして新規事業者の誘致に寄与。賃料収
入などにより、指定管理料以外はほぼ100％
の自主財源化を実現。国際的な認証機関、グ
リーン・デスティネーションズが選出する「世
界の持続可能な観光地100選（2022年）」の

「文化・伝統保存」部門で世界1位を受賞。

◎設立：2018年7月　◎スタッフ：51名

（一社）キタ・マネジメント

今回取り上げる先進事例は…

□不動産業：歴史的建造物の改修・賃貸。現在は
全31物件、分散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 
大洲 城下町」は26棟（32室）

□ふるさと納税代行事業
□指定管理業務受託事業：「大洲まちの駅あさも

や」「大洲城」「臥龍山荘」など7施設
□その他：事業者支援（起業創業支援、補助金支

援など）、物産販売、着地型旅行事業

主な事業

愛媛県大洲市／地域DMO

DMO経営タイプ：
不動産開発・主導型 経営

な
ぜ
不
動
産
業
に
進
出
し
た
の
か
？

1
Step.

2020年7月にグランドオープンした日本初の城泊
「大洲城キャッスルステイ」で注目の的に

写真提供／
（一社）キタ・マネジメント

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会の被
災地支援プロジェクトにて被災地気仙沼市へ出
向。地元人材育成や観光振興、6次産業化など地
域活性に携わる。2016年3月にスイス・ツェルマッ
トのDMO視察。2017年4月よりDMO法人の（一
社）気仙沼地域戦略の理事に着任、気仙沼市復興
アドバイザーも務める。2018年12月より観光庁の
広域周遊観光促進専門家派遣に登録

じゃらんリサーチセンター 研究員

森 成人愛称
もりなるん
が
ナビゲート

DMO経営を一緒に考えていくのは…



Q. 不動産業って専門外すぎて
     手が出しにくいなぁ
A.縁がないと難しく感じますが、「空き家投資」は資産
運用の手段として利回りがよいと注目を集めている分
野です。キタ・マネジメントの事例とはちょっと違います
が、簡略化した例でその仕組みを説明しましょう。

築45年のローカル戸建てを
200万円で購入したシミュレーション
リフォーム後に家賃4.3万円で賃貸に出した場合…、

投資対効果を見ると投資額250万円は約5年で回収可
能。その後は年間利益がそのまま収益となり、保有資産
である物件を売却して利益を得る選択肢もあるのです。

もりなるんに聞く！

売上	 51.6万円/年	…①
	 ［家賃4.3万円×12カ月］

費用	 イニシャルコスト	250万円	…②
	 ［空き家購入費		200万円］
	 ［リフォーム費		50万円］
	 ランニングコスト	6.18万円/年…③
	 ［不動産管理手数料	2.58万円/年（家賃×5%）］	
	 ［火災保険	1.6万円/年］
	 ［固定資産税	2万円/年］

年間利益		 45.42万円	…④		
	 ［①売上－③ランニングコスト］

投資対効果	（利回り）	18.2%		
	 ［④利益÷②イニシャルコスト］

29 June  2023

戸
期
～
昭
和
初
期
建
築
の
町
家
や
蔵
が
建

ち
並
ぶ
が
、
時
代
が
流
れ
て
人
口
減
少
に

よ
る
空
き
家
も
増
え
て
い
た
。
市
で
は
20

年
ほ
ど
前
か
ら
景
観
条
例
の
策
定
や
補
助

金
に
よ
る
外
観
保
全
と
い
っ
た
町
並
み
保

全
に
努
め
て
は
い
た
も
の
の
、
税
金
頼
り

の
保
全
施
策
に
は
限
界
が
あ
る
。「
税
金
だ

け
で
は
守
り
抜
け
な
い
、
し
か
し
こ
の
町

並
み
を
失
う
と
観
光
地
と
し
て
の
軸
が
な

く
な
り
没
個
性
化
す
る
。
町
並
み
を
守
り

な
が
ら
ど
う
マ
ネ
タ
イ
ズ
し
て
い
け
ば
よ

い
の
か
が
課
題
で
し
た
」。

活
路
を
見
出
す
先
行
事
例
と
の
邂
逅
、

そ
し
て
連
携
協
定
の
締
結
へ

　町
で
暮
ら
し
て
き
た
世
代
か
ら
、
市
外

で
育
ち
町
や
建
物
へ
の
愛
着
が
薄
い
子
世

代
・
孫
世
代
へ
と
建
物
の
所
有
者
が
移
り

変
わ
る
時
期
を
迎
え
た
２
０
１
６
年
頃
に

は
、
町
並
み
の
更
地
化
や
改
築
が
加
速
。
所

有
者
か
ら
物
件
の
売
却
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
た
市
は
危
機
感
を
募
ら

せ
、
時
を
同
じ
く
し
て
地
域
経
済
の
発
展

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
策
を
探
っ
て
い
た
地

銀
の
伊
予
銀
行
と
共
に
町
の
未
来
を
考
え

る
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
他
地

域
の
事
例
調
査
を
進
め
る
う
ち
、
兵
庫
県

丹
波
篠
山
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
で

大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
同
エ
リ
ア
で
は

城
下
町
に
点
在
す
る
古
民
家
を
改
修
し
て

客
室
に
し
、
町
全
体
を
一
つ
の
宿
と
捉
え

る
「
分
散
型
宿
泊
施
設
」に
よ
り
成
果
を
上

げ
て
い
た
の
だ
。
現
地
を
視
察
し
た
結
果
、

「
我
々
の
町
も
こ
の
方
法
に
賭
け
る
し
か
な

い
」と
確
信
し
た
と
い
う
。

　古
民
家
な
ど
の
歴
史
あ
る
建
築
物
を
再

生
・
活
用
す
る
篠
山
モ
デ
ル
を
確
立
し
た

の
は（
一
社
）ノ
オ
ト
と（
株
）Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
で

あ
り
、
大
洲
に
て
こ
れ
を
応
用
展
開
す
る

際
に
は
彼
ら
の
協
力
を
得
た
い
。
さ
ら
に

再
生
し
た
建
物
で
実
際
に
宿
を
運
営
す
る

宿
泊
事
業
者
、
資
金
面
の
支
援
を
担
う
伊

予
銀
行
の
協
力
も
仰
ぐ
た
め
、
大
洲
市
を

含
む
5
社
に
よ
る
官
民
連
携
協
定
を
２
０

１
８
年
４
月
に
締
結
。
こ
う
し
て
城
下
町
・

大
洲
の
町
並
み
再
生
事
業
が
始
動
し
た
。

こ
の
際
、
歴
史
的
建
造
物
の
所
有
者
で
あ

る
市
民
や
各
事
業
者
を
つ
な
い
で
調
整
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
主
導
者
と
し
て
市
が
設

立
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

だ
。
い
っ
そ
宿
泊
事
業
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
手
が

け
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し

「
当
時
の
大
洲
は
宿
泊
地
と
し
て
旅
行
者
に

認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
状
態
か

ら
新
た
に
宿
泊
者
を
呼
び
込
む
に
は
専
門

家
に
任
せ
る
べ
き
。
何
で
も
自
前
主
義
で

や
る
の
で
は
な
く
、
餅
は
餅
屋
に
任
せ
る

選
択
を
し
た
」と
い
う
。
5
社
が
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
発
揮
す
る
役
割
分
担
を
明
確
に

し
た
こ
と
が
、
こ
の
後
に
一
大
事
業
を
展

開
で
き
た
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
初
「
城
泊
」で
大
洲
の
認
知
を

全
国
的
に
高
め
て
宿
泊
事
業
を
開
幕

　空
き
家
改
修
の
対
象
エ
リ
ア
は
、
か
ね

て
取
り
組
ん
で
き
た
町
並
み
保
全
活
動
に

伴
っ
て
策
定
し
て
い
た
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
対
象
区
域
。
昭
和
25
年
以
前

建
築
の
歴
史
あ
る
建
物
は
約
１
０
０
棟
、

そ
こ
か
ら
改
修
・
活
用
で
き
る
も
の
が
約

30
棟
選
ば
れ
た
。
空
き
家
活
用
に
際
し
て

は
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、
合
意
に

至
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
起
き
る
が
、
今

回
そ
う
し
た
障
壁
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
市
に
所
有
者
か
ら
物
件
の
売
却
相
談

町
の
高
付
加
価
値
化
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出

2
Step.

官民連携協定による役割分担

大洲市
○ＤＭＯ法人キタ・マネジメント設立
○補助金による支援

（一社）ノオト、（株）NOTE
○歴史的資源の活用ノウハウ提供

バリューマネジメント（株）
○宿泊事業を展開

伊予銀行
○資金提供などによる事業者支援

　20
年
も
前
か
ら
町
並
み
保
全
に
取
り
組
ん

だ
り
、町
の
未
来
を
考
え
る
勉
強
会
を
開

い
て
き
た
と
い
う
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、不

動
産
事
業
に
乗
り
出
す
ヒ
ン
ト
（
先
行
事
例
）に

め
ぐ
り
合
え
た
の
で
し
ょ
う
。



30

が
増
え
た
時
期
に
、
地
域
の
若
者
を
中
心

に
始
ま
っ
た
空
き
家
の
維
持
管
理
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
効
能
だ
と
い
う
。

空
き
家
の
清
掃
や
空
気
の
入
れ
替
え
を
し

な
が
ら
、
古
い
建
物
を
持
て
余
し
て
い
た

所
有
者
と
交
流
し
て
良
好
な
関
係
性
を
育

ん
で
き
た
彼
ら
の
お
か
げ
で
、
建
物
改
修
・

活
用
の
話
も
進
め
や
す
か
っ
た
の
だ
。

　ま
た
、
建
物
の
歴
史
あ
る
風
合
い
は
残

し
つ
つ
、
耐
震
性
能
を
上
げ
て
用
途
に
応

じ
た
修
繕
を
行
う
に
は
特
殊
な
知
識
・
技

術
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
連
携
協
定
を
結
ん

だ（
株
）N
O
T
E
に
支
援
を
依
頼
。
と
は

い
え
ず
っ
と
頼
り
き
る
考
え
は
な
く
、
地

元
工
務
店
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
よ
う
に

先
行
事
例
の
地
・
丹
波
篠
山
で
研
修
を
実

施
。
事
業
２
年
目
以
降
は
改
修
作
業
を
地

域
内
で
賄
え
る
体
制
を
整
え
た
。

　こ
う
し
た
動
き
と
同
時
進
行
で
、
前
代

未
聞
の
「
城
泊
」準
備
に
も
着
手
。
木
造
天

守
に
泊
ま
る
と
い
う
日
本
初
の
城
泊
事
業

の
始
ま
り
は
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ
5
社

が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
思
い
つ

く
ま
ま
話
す
「
妄
想
会
議
」の
場
だ
っ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
、

大
洲
城
に
も
泊
ま
れ
た
ら
い
い
ね
と
い
う

話
が
出
て
。
た
だ
、
実
現
に
向
け
て
動
く

と
当
初
は
根
強
い
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し

た
」。
市
民
の
募
金
活
動
や
匠
の
技
が
結
実

し
、
10
年
も
の
歳
月
を
経
て
２
０
０
４
年

に
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
。
市
民
の
思
い
入

れ
は
強
く
、
大
事
な
城
を
お
か
し
な
こ
と

に
使
わ
れ
た
く
な
い
と
反
対
す
る
市
議
も

多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
城
泊
を
推
し
進
め

た
の
は
、「
古
い
町
並
み
を
未
来
に
残
す
象

徴
と
な
る
事
業
」だ
か
ら
。
古
い
建
物
に
は

価
値
が
あ
り
、
保
全
に
は
費
用
が
か
か
る

が
建
物（
城
）で
稼
ぐ
手
も
あ
る
こ
と
を
城

泊
に
よ
り
示
せ
る
と
考
え
た
と
い
う
。

　こ
の
城
泊
は
神
楽
や
鉄
砲
隊
な
ど
の
実

演
も
セ
ッ
ト
し
、
地
域
伝
統
の
芸
能
・
文
化

を
未
来
に
継
承
す
る
場
と
も
位
置
付
け
た
。

こ
う
し
た
仕
立
て
や
地
道
な
地
元
説
明
会

に
よ
り
市
民
の
理
解
を
得
て
、
い
ざ
幕
を

開
け
た
城
泊
は
大
反
響
に
。
２
名
で
１
泊

１
１
０
万
円
と
は
い
え
経
費
や
人
件
費
が

大
き
い
た
め
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
利
益
は
ほ

ぼ
な
い
。「
そ
れ
で
も
利
点
は
余
り
あ
る
。

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介
さ
れ
る
Ｐ
Ｒ
効

果
、
城
下
町
・
大
洲
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

泊
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
と
の
認
知
向
上
に

対
す
る
効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
」。

高
価
格
帯
の
宿
を
頂
点
と
し
た

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
狙
う

　歴
史
あ
る
建
物
を
客
室
棟
に
し
た
宿
泊

（一社）キタ・マネジメント事務局長の
武田康秀さん（左）と（株）KITA代表
取締役の井上陽祐さん（右）

出典／大洲まちづくりブック　提供／（一社）キタ・マネジメント

大洲市観光まちづくり町家活用エリア基本計画より

再生された歴史的建造物にホテルをはじめ
様々な店舗が進出し、魅力的な城下町へと
様変わりしている（2022年11月時点の様子）

大洲「まちの再生マップ」

分散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町」の客室の1室、「MUNE棟
（村上邸土蔵）」の改修前（左）と改修後（右）。江戸期のものとされる土蔵の
趣を活かしつつ快適な空間へと生まれ変わった

before after
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考察

今回の事例を
参考にしやすい地域は…
◎歴史を伝える古い
　町並みが残っている
◎農村・漁村の文化風土が
　わかる空き家を
　活用するのもアリ

地域の空き家問題を解決すると
同時にDMO法人の収益源の獲
得に成功した好事例。個人的に
ビフォー／アフターを見ているが、
閑散とした空き家の広がるエリア
に事業者が集い、高級宿をはじめ
新しい町の再生を可能としたソリ
ューションはお見事だ。もともと
不動産投資は価格が低い物件ほ
ど利回りを高く出せるため、事業
リスクを抑えることができる。そ
の特性を活かして城下町という
歴史的資源を再生し、地域課題
の解決を図りつつDMO法人の
持続的な収益をその物件の価値
を守るための家賃収入として得
るというスキームは参考にできる
地域も多いのではないだろうか。

施
設
も
城
泊
と
同
じ
２
０
２
０
年
７
月
に

開
業
。
建
物
の
改
修
を
順
次
進
め
て
客
室

数
を
増
や
し
、
22
年
度
末
時
点
で
は
計
32

室
に
。
同
宿
は
１
室
２
名
利
用
時
２
食
付

き
で
1
名
３
万
4
０
０
０
円
～
と
い
う
高

価
格
帯
。「
餅
は
餅
屋
に
」と
外
部
事
業
者

に
宿
泊
事
業
を
任
せ
た
結
果
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
む
富
裕
層
の
誘
客
に
成
功
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
も
安
定
し
た
賃
料
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
改
修
に

よ
り
再
生
し
た
町
屋
・
古
民
家
は
計
31
棟

を
数
え
、
宿
泊
施
設
の
み
な
ら
ず
飲
食
店

や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
な
ど
20
事
業

者
が
進
出
。
う
ち
13
事
業
者
の
年
間
売
上

は
21
年
決
算
ベ
ー
ス
で
計
１
・
６
億
円
超
に

達
し
た
。「
高
価
格
帯
の
宿
を
誘
致
し
た
の

は
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
狙
っ
て
の

こ
と
。
金
銭
的
ゆ
と
り
が
あ
る
宿
泊
客
を

呼
び
込
め
ば
周
辺
店
舗
で
の
消
費
額
も
増

え
、
各
店
舗
の
仕
入
れ
な
ど
に
よ
り
さ
ら

な
る
地
域
消
費
の
拡
大
が
期
待
で
き
ま
す
」。

損
得
基
準
が「
地
域
の
た
め
」と
い
う

Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

　事
業
５
年
目
に
入
り
、
主
な
歴
史
的
建

造
物
の
改
修
・
活
用
は
一
段
落
し
つ
つ
あ

る
。
城
下
町
に
は
民
家
に
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
古
く
て
新
し
い
宿
泊
施
設
や
店
舗

が
建
ち
並
び
、
住
民
と
観
光
客
が
共
存
す

る
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。「
生
活
の
匂
い

が
す
る
町
だ
か
ら
い
い
」
と
の
住
民
の
声

も
あ
る
そ
う
で
、
だ
か
ら
こ
そ「
観
光
に
よ

り
地
域
経
済
に
貢
献
し
な
が
ら
、
地
域
の

一
部
と
し
て
溶
け
込
め
る
事
業
へ
と
育
ん

で
い
き
た
い
」と
話
す
。
ま
た
、
旅
行
者
に

対
し
て
「
泊
ま
る
こ
と
が
古
民
家
の
保
存

に
つ
な
が
り
、
地
域
貢
献
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
の
想
い
か

ら
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
点
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
構
想
中
だ
。

　最
後
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
不
動
産
業
を
手
掛

け
る
意
義
に
つ
い
て
問
う
と
、「
不
動
産
業

に
限
ら
ず
、
民
間
も
行
政
も
手
を
出
さ
な

い
分
野
に
突
っ
込
ん
で
自
主
財
源
化
す
る

こ
と
が
私
た
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
存
在
意
義
」
と

答
え
て
く
れ
た
。「
元
の
大
洲
は
民
間
不
動

産
業
者
に
は
投
資
に
値
し
な
い
地
域
。
そ

し
て
、
行
政
は
町
並
み
を
守
り
た
い
け
れ

ど
市
民
の
所
有
物
件
に
税
金
を
投
下
で
き

な
い
。
た
だ
、
補
助
金
に
よ
る
事
業
者
支

援
は
で
き
る
。
そ
の
空
白
地
帯
に
飛
び
込

ん
で
、
市
や
国
の
補
助
金
も
活
用
し
て
行

っ
て
い
る
の
が
こ
の
事
業
。利
益
が
薄
い
建

物
で
も
町
の
た
め
に
な
れ
ば
改
修
し
、
町

全
体
の
損
得
を
考
え
て
動
け
る
の
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
な
れ
ば
こ
そ
で
し
ょ
う
」。

未
来
へ
と
歴
史
を
つ
な
ぐ
町
を
目
指
し
て

3
Step.

ＤＭＯとしての公益性
持続して経営するためには自主事業による収益が必要ではあるが、「DMO
は地域の調整役であり稼ぐ機関ではない」との議論も。その答えの一つと
言えるのが公益部門と収益部門を分離させた、大洲の組織のあり方だ。

DMO組織である（一社）キタ・マネジメントは公益性が高い事業を展開する一方、収
益性が高い不動産事業に特化した関連会社として（株）KITAを設置。株式会社を組
織することにより、一般社団法人では受けることが難しい融資・補助が調達しやすく
なるメリットも。「不動産事業のイニシャルコストを抑えるには改修費用の半額は交
付金・補助金で賄う必要がある」と考えた結果だという。

賃貸・
売却 賃貸

バリュー
マネジメント（株）
○宿泊事業

各種事業者
○飲食、物販など

歴史的建造物
所有者

公的資金
補助

業務支援業務委託費
（経理など）

民間資金
出資・融資

関連会社

（一社）
キタ・マネジメント
○指定管理業務　○ふるさと納税代行
○事業者支援　    ○旅行商品開発 …など

（株）KITA
○ 不動産事業
 （歴史的建物の
 改修・賃貸・管理）

大洲市
内閣府・国交省

地域金融機関
政府系金融機関
大洲まちづくりファンド

　
宿
泊
者
が
訪
れ
、事
業
者
も
参
入
。
町
並

み
を
再
生
し
た
こ
と
が
、地
域
の
交
流
人

口
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
全
体
で
は
自
立
経
営
で
き
る
利
益
を

確
保
し
な
が
ら
も
、利
益
だ
け
を
考
え
た

選
択
は
し
な
い
。
公
益
性
と
収
益
性
の
バ
ラ
ン

ス
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
重
要
で
す
ね
。



し
て
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
場
合
は
会
社
の
事

業
変
革
に
伴
う
も
の
な
の
で
、
時
間
と
費

用
の
捻
出
は
企
業
が
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

―
育
休
中
の
時
間
を
使
っ
て
行
う
も
の

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　そ
う
で
す
。
日
本
は
海
外
に
６
、
７
年

遅
れ
て
い
ま
す
が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
る
会
社
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

就
業
時
間
内
で
は
な
く
好
き
な
時
間
に
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
学
ぶ
と
い
う
、
福
利
厚

生
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
は
良
い
面
と
悪

い
面
が
あ
り
、
会
社
と
し
て
は
時
間
外
手

当
を
支
払
わ
な
く
て
済
む
け
れ
ど
、
企
業

と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）化
は
進
み
に
く
い
。
Ｄ

Ｘ
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
い
つ
ま
で
に

ど
の
講
座
を
修
了
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

決
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
最
近
注
目
さ
れ
始
め
た
が 

す
で
に
国
内
で
の
成
功
事
例
も
あ
り

―
す
で
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
成
功
し
て

い
る
国
内
企
業
の
例
は
あ
り
ま
す
か
？

　ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
く
な

っ
て
し
ま
う
仕
事
か
ら
事
業
転
換
ま
で
進

ん
だ
会
社
も
あ
り
ま
す
。
名
古
屋
市
に
あ

る
電
話
帳
の
印
刷
会
社
で
は
早
い
段
階
で

事
業
の
先
行
き
を
懸
念
し
、
２
０
１
３
年

か
ら
リ
ス
ト
ラ
を
せ
ず
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ａ
Ｉ
等
の
導
入
を

支
援
す
る
企
業
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

社
長
の
合
い
言
葉
は
「
学
び
を
や
め
る
と

収
入
が
下
が
る
」。
社
員
は
就
業
時
間
の

20
％
を
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
使
う
こ
と
が
で

き
、
社
長
も
Ａ
Ｉ
分
野
の
資
格
で
あ
る
Ｇ

検
定※

２

に
合
格
、
従
業
員
約
４
０
０
人
の
う

ち
80
人
ほ
ど
が
同
じ
く
Ｇ
検
定
を
取
得
し

て
い
ま
す
。

―
２
０
１
３
年
と
い
う
と
、
リ
ス
キ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
頃
。
う
ま
く
い
く
か
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　リ
ス
キ
リ
ン
グ
で
成
果
を
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
デ
ィ
ス

ラ
プ
シ
ョ
ン※

３

の
危
機
に
あ
る
た
め
に
前
も

っ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
変
換
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
石
川
県
の
あ
る
会
社
は
樹
脂
製

品
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス（
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
）を
導
入
。
従
業
員

が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
利
益

率
の
高
い
新
商
品
を
作
り
出
し
、
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

―
ま
ず
経
営
サ
イ
ド
が
自
社
の
事
業
内

容
の
将
来
的
な
危
う
さ
に
気
づ
く
こ
と
が

単
な
る
「
学
び
直
し
」 

で
は
な
い
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

―
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
育
休
中
に
行
う
話

ま
で
出
て
い
ま
す
が
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育※

１

と
の
違
い
は
何
で
す
か
？

　リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
ア
メ
リ

カ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
２
０
１
６
年
頃
だ

と
思
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し

て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
人
間
が
担
っ
て

い
た
労
働
が
や
が
て
自
動
化
さ
れ
て
い
く
。

つ
ま
り
技
術
的
失
業
が
起
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
成
長
事
業
で

あ
る
デ
ジ
タ
ル
の
分
野
に
労
働
移
動
を
さ

せ
て
い
く
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
リ
ス
キ

リ
ン
グ
と
は
「
企
業
の
新
し
い
事
業
戦
略

に
伴
っ
て
、
従
業
員
の
職
業
能
力
を
再
開

発
し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
。
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
は
、
個
人
の
関
心
が
主
体
な
の
で

時
間
と
費
用
の
捻
出
は
個
人
が
行
う
。
対

イラスト／畦原雄治

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

ＩＴ業界を中心とした技術開発など、状況は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで“詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

13

一般社団法人ジャパン・
リスキリング・イニシアチブ
代表理事
SkyHive Technologies 
日本代表
後藤宗明さん

リスキリング
昨年頃から耳にするようになった言葉「リスキリング」。

「学び直し」という和訳とともにニュース等で紹介されるが、
そもそも何の学び直しなのか？自らリスキリングを実践してきたという
専門家に、その定義や必要性をじっくりと解説していただこう。

富士銀行（現みずほ銀行）入行後、渡米し起業。米
フィンテック企業等を経て、AIスタートアップ

ABEJAのシリコンバレー拠点設立
に携わる。2021年ジャパン・リスキ
リング・イニシアチブ設立。著書「自
分のスキルをアップデートし続ける

『リスキリング』」（日本能率協会マネ
ジメントセンター）。

※1 リカレント教育…社会人となったあとも、各人が必要に応じて教育を受け、就労と教育を繰り返していくこと
※2 G検定… （一社）日本ディープラーニング協会が行っている、AIに情報処理の方法を教えるためのディープラーニングを
 事業に活かす知識を有しているかを確認するための検定試験 32



大
切
な
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
リ
ス
キ
リ

ン
グ
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
連
す
る
こ
と
に

限
ら
れ
ま
す
か
？

　一
般
論
と
し
て
は
新
し
い
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
こ
と
な
の
で
デ
ジ
タ
ル
に
限
ら

な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
な
く
な
っ
て

い
く
仕
事
か
ら
成
長
事
業
へ
の
転
換
と
い

う
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
が
中
心
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
脱
炭
素
化

に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
も
あ
り
、
僕
は

こ
れ
を
「
グ
リ
ー
ン
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
と

提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も

デ
ジ
タ
ル
と
同
じ
よ
う
に
習
得
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
デ
ジ
タ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の 

リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
課
題

―
今
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
避
け
て
は
通
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
は
官
民
に
限
ら
ず
で
す
か
？

　地
域
振
興
を
推
進
す
る
上
で
、
自
治
体

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
の
中
で
地
域
の
中
小
企
業
の
収
入
や

観
光
資
源
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
は
非
常
に
重

要
。
そ
の
た
め
に
は
英
語
力
や
デ
ジ
タ
ル

な
ど
の
弱
い
面
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
自
治

体
の
職
員
の
方
々
が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
す

る
。
そ
れ
が
で
き
て
初
め
て
、
地
域
の
ど

の
商
品
を
ど
の
企
業
と
ど
こ
へ
売
っ
て
い

く
か
と
い
う
具
体
的
な
戦
略
に
繋
が
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
自
動
翻
訳
や
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
便
利
な
ア
イ
テ
ム
が
増
え

て
き
て
、
英
語
が
で
き
な
く
て
も
何
と
か

な
る
と
い
う
考
え
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

今
度
は
そ
れ
ら
の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う

か
を
判
断
で
き
る
英
語
力
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

―
会
社
ご
と
で
は
な
く
自
治
体
の
方
が

ま
ず
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
し
て
、
地
域
の
中

小
企
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

　自
社
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
費
用

と
従
業
員
数
の
問
題
か
ら
学
ば
せ
て
い
る

場
合
で
は
な
い
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。
地
域
の
中
小
企
業
で
は
１
人
欠
け

る
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
止
ま
る
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
な
の
で
自
治

体
の
支
援
が
マ
ス
ト
な
の
で
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
欧
米
も
同
じ
で
、
中
小
企
業
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
は
自
治
体
が
介
入
し
て

い
ま
す
。

―
デ
ジ
タ
ル
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

も
含
ま
れ
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
全

く
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
見
直
し
も
含
め
て
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
で
す
か
？

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
タ
ク
シ
ー
や
鉄
道

で
現
金
し
か
使
え
な
い
地
域
も
ま
だ
あ
り

ま
す
が
、
海
外
の
人
た
ち
は
現
金
を
ほ
と

ん
ど
触
ら
ず
に
旅
行
を
す
る
の
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
。
旅
行
先
と
し
て
日
本
が
選

ば
れ
、
日
本
の
中
か
ら
そ
の
地
域
が
選
ば

れ
た
と
し
て
、
訪
れ
た
時
の
体
験
を
ベ
ス

ト
な
も
の
に
し
て
も
ら
う
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
く
の
は
必
須
。
最
低
限
で

も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド※

４

決
済
は
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
。
そ
し
て
高
品
質
な
日
本
製

の
商
品
を
気
に
入
っ
た
ら
、
帰
国
後
に
も

購
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ｅ
コ
マ
ー
ス

の
仕
組
み
を
作
っ
て
お
く
。
輸
出
す
る
仕

組
み
を
地
域
ご
と
に
整
え
て
い
っ
た
ら
、

多
く
の
外
貨
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

―
実
際
に
自
治
体
と
し
て
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

　昨
年
、
石
川
県
加
賀
市
が
リ
ス
キ
リ
ン

グ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
３
年
前

か
ら
僕
が
一
緒
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
実
は
民
間
団

体
・
日
本
創
成
会
議
に
よ
る
「
消
滅
可
能

性
都
市
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
て
、
危

機
感
を
持
っ
た
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
聞
き
慣
れ
な

い
た
め
に
そ
の
重
要
性
を
す
ぐ
に
理
解
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
加
賀
市
の

職
員
が
他
の
自
治
体
の
た
め
に
リ
ス
キ
リ

ン
グ
の
講
師
役
を
務
め
た
り
、
市
へ
の
見

学
が
増
え
る
な
ど
状
況
は
明
ら
か
に
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
は
、
正
解
を
出
せ
る
人
が
優

秀
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。
し
か
し
猛
ス
ピ

ー
ド
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
時
代

に
お
い
て
は
、
正
解
が
ど
う
な
る
か
は
わ

か
ら
な
い
け
ど
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
行
動
力
と
、
仮
説
と
し
て
問
い

か
け
る
力
が
重
要
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
正
解
が
確
約
さ
れ
て

い
な
い
中
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
道
な
き
道
を
行
く
も
の
で
、
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
挑
戦
で
き
た
と

こ
ろ
だ
け
が
成
功
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

□テクノロジーの進化に
伴う技術的失業を回避
するために、企業の戦略
に沿って従業員の職業
能力を再開発すること。

□地域の課題解決のため
に、欧米では自治体が
率先して行っている場合
がある。

リスキリングとは

テクノロジーが進化し続ける未来へは、リスキリング
でアップグレードして、道なき道を進むべし

※3 ディスラプション…既存のものを破壊するような革新的なイノベーションのこと。デジタル技術の進歩によってもたらされることが多い
※4 QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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弘前市

麻
で
織
ら
れ
た
野
良
着
の
補
強
と
防
寒
の
た
め
に
糸
を
刺
す

極
寒
の
暮
ら
し
が
生
ん
だ
刺
し
こ
ぎ
ん
を
お
み
や
げ
に

古
く
か
ら
あ
る
の
に
新
し
い

農
村
芸
術
「
津
軽
こ
ぎ
ん
」

青
森
県
弘
前
市

取材協力

有限会社 弘前こぎん研究所
青森県弘前市在府町61
☎0172-32-0595
https://tsugaru-kogin.jp/

ポーチやアクセサリーは気軽なおみやげ
に。弘前こぎん研究所では、作品のオー
ダーやまとまった数の受注も可能

布のよこ糸に沿い、たて糸の織り目を拾って幾何学模様を描く「奇数
刺し」の法則に従って糸を刺す。ゆるみやツレのない端正な仕上がり

端布にこぎん刺しを施した布は、カラフルなくるみボタンとなる。「モド
コ」と呼ばれる幾何学模様・布色・糸色の組み合わせは無限大だ

　記
録
に
残
る
と
こ
ろ
で
は
江
戸
時
代

中
期
の
津
軽
地
方
に
は
、
麻
布
に
糸
を

刺
し
て
模
様
を
施
す
模
様
刺
し
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
た

だ
補
強
や
防
寒
の
機
能
性
だ
け
を
求
め

る
な
ら
繕
い
刺
し
で
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、

津
軽
の
刺
し
こ
ぎ
ん
は
幾
何
学
模
様
が

美
し
い
模
様
刺
し
に
昇
華
し
、「
津
軽

こ
ぎ
ん
」と
呼
ば
れ
る
今
に
続
く
。
一

年
の
半
分
を
雪
と
寒
さ
の
中
で
過
ご
し

な
が
ら
、
ひ
と
針
ひ
と
針
糸
を
刺
す
作

業
は
、
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、
趣
味
や

楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ほ
の
暗
い
室
内
で
、
指
先
も
使
っ
て
布

の
織
り
目
を
数
え
な
が
ら
シ
ン
メ
ト
リ

ー
に
模
様
を
刺
し
た
の
か
。
様
々
な
想

像
を
か
き
た
て
ら
れ
る
。

　日
本
の
近
代
化
と
と
も
に
一
時
、
途

絶
え
か
け
た
時
期
も
あ
っ
た
と
伺
う
が
、

柳
宗
悦
ら
の
民
芸
運
動
が「
津
軽
こ
ぎ

ん
」を
再
評
価
。
昭
和
37
年
に
設
立
さ

れ
た
弘
前
こ
ぎ
ん
研
究
所
に
よ
り
意
匠

や
技
法
が
整
理
・
保
存
さ
れ
、
工
人
た

ち
の
育
成
に
も
力
が
注
が
れ
た
。“
ひ

と
針
ひ
と
針
”の
作
業
は
今
も
変
わ
ら

ず
、
刺
し
子
さ
ん
た
ち
の
手
に
よ
る
作

品
の
温
か
み
と
、
北
欧
の
ア
ー
ト
を
思

わ
せ
る
テ
イ
ス
ト
が
今
ど
き
世
代
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
お
み
や
げ
と
し
て

作
品
を
買
う
の
も
い
い
け
れ
ど
、
自
分

で
も
模
様
刺
し
を
し
て
み
た
い
と
い
う

方
は
、
ま
ず
は
気
軽
に
体
験
で
き
る
制

作
キ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

●9

34



ご注意
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利用について
本資料は、株式会社リクルート（じゃら
んリサーチセンター）の著作物であり、
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じゃらんリサーチセンター事務局
E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

地域が観光で未来を拓くために、
中核となる宿泊施設の持続的な成
長が不可欠と考え、10年にわたり

「次世代旅館・ホテル経営者育成
プログラム」を開催、152名の卒業
生を輩出してきました。
今号では、そのプログラムの全てを、
余すことなくお伝えいたします。
進化が激しく、正解を見つけづらい
今の時代は、「自分はどう生きたい
か、どうありたいか」の“Beのリーダ
ーシップ力”が必要です。

“Be”を持つことで経営者が変わり、
従業員が変わり、経営や事業が劇
的に変わり、そして進化した経営者
は、地域経営に視野を拡げ、地域
を変えていきます。
Beのリーダーシップによる変わる
地域の姿に、今後も注目していきま
す！
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

＼先進事
例に成功

のヒント
あり／

持続可
能な

「DMO
経営」学

第1回
DMO経

営の3つ
の課題と

先行事例
タイプ分

類

「じゃら
ん日帰り

旅行調査
」より、

旅行者タ
イプを分

類

地域の個
性に知的

好奇心が
ワクワク

旅の熟練
者

プロファ
イリング

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
2
年
9
月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2022年

9月号

69

vol.

69

連載
知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に
、日は西に

今号のテーマ

IoT

価値と感動を生み出す人に

インタビュー

マエスト
ロの肖像

株式会社スードリーCEO／フラワーアーティスト

前田有紀

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

大阪府

クリスタ
ルボンボ

ン

特集
『じゃら

ん宿泊旅
行調査2

022』

『第二回
新型コロ

ナウイル
ス感染症

による旅
行価値観

への影響
』より

感染症収
束期の調

査が示す

旅の未来

人と地域を

再生する旅へ
新連載

リクルート

とーりまかし Vol.69

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4

表紙 1

校了
 B

C
M

Y
DIC159s

PANTONE
1375C

とーりま
かし69_

indCC20
21.indd 

  すべての
ページ

とーりま
かし69_

indCC20
21.indd 

  すべての
ページ

2022/08
/20   10

:41
2022/08

/20   10
:41

心
を
動
か
す
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日
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を
元
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す
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観
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・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
2
年
12
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2022年12月号

70

vol.
70

連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第2回

着地型旅行業の稼ぎ方

価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社グリーンパックス
専務取締役

小林邦宏

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
北海道

木彫り熊

じゃらん宿泊旅行調査2022
旅ナカ消費行動分析より

高級・高額だけじゃない！

グッとくる
「高付加価値体験」を
作るには？

特
集

そ
の
味
が

地
域
の
宝
に
な
る
ま
で

３
年
ダ
ッ
シ
ュ

 

ご
当
地
グ
ル
メ
の

自
走
レ
シ
ピ

リクルート とーりまかし Vol.70
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人気温泉地ランキング2023

 発表！

文化を伝える温泉地

特集

心
を
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す
、
日
本
を
元
気
に
す
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観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
3
年
3
月
号

vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2023年3月号

71

vol.
71

連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学

号外編
観光庁に突撃取材！新たな「先駆的DMO」
選定とは？

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に今号のテーマウェルビーイング価値と感動を生み出す人に

インタビューマエストロの肖像株式会社アロマオルファクトリー
代表取締役　調香師荘司博行

Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖全国
酒粕美容パック

おかえり・ただいまから始まる「帰る旅」の可能性

【現地リポート】ランクUP嬉野温泉の挑戦

リクルート

とーりまかし Vol.71

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm
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2
0
2
3
年
6
月
号
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心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2023年6月号

72

vol.
72

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第3回

空き家再生による
観光まちづくり術

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

リスキリング
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になる
おみやげ手帖
青森県
津軽こぎん

「次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム」から
見えてきた

経営者の人生と事業を
劇的に変える

Beの
 リーダーシップ力

東京観光財団（TCVB）共同研究
「インバウンド旅行者を誘客促進するための

サステナブル・ツーリズム研究」より

サステナブル・
トラベラーを
呼び込むために
発信すべき7つのこと

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ
対応の研究」より

誰もが楽しめる旅に向けて

LGBTの旅の
困りごと
前編：調査編
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